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プログラミング演習解説

問１ エ

構造化定理に関する問題である。

構造化定理は、順次型、選択型、繰り返し型の基本制御構造を用いる。繰り返し型には前判定

と後判定がある。

アの後判定繰返しは、繰り返し処理の後で終了条件の判定を行う。従って、処理は必ず１回は

実行される。先頭で終了条件の判定を行うは誤りである。

イの双岐選択は、二つの処理のうちどちらを実行するかを選択することである。前に戻るか、

次の処理に進むかの判定ではない。

ウの多岐選択は、二つ以上の処理のうちどれか一つの処理を実行する場合の選択である。並列

に処理をするのではない。

エの前判定繰り返しは、最初の繰り返し判定で偽になると繰り返しに入らないことになる。繰

り返し処理を１回も行わないことになる。求める答えはエとなる。

問２ エ

構造化定理に関する問題である。

ア、ウは選択型、イは繰返し型のdo while型、エは繰返し型のwhile 型である。求める答えは

エとなる。

問３ ウ

プログラムの制御構造に関する問題である。

基本となるプログラムの制御構造に、順次構造、選択構造、繰返し構造がある。順次構造は制

御構造を持たない処理が単独または連続して現れる構造である。選択構造は制御条件式の判定結

果によって、真か偽のいずれか一方が選択される制御構造である。繰返し構造は同じ処理を繰返

し実行する制御構造で、前判定型と後判定型がある。

アは順次構造、イは繰返し構造の後判定型、ウは選択構造、エは繰返し構造の前判定型である。

求める答えはウとなる。

問４ エ

プログラミング工程の作業内容に関する問題である。

プログラミングでは、プログラム設計段階のモジュール分割の後を受けて、モジュール内の論

理設計、コーディング、モジュールテスト計画、モジュールテストが行われる。

アは基本計画、イはプログラム設計、ウは内部設計、エはプログラミングで、求める答えはエ

となる。

問５ イ

プログラム構造を記述するＮＳチャートに関する問題である。

アのスキーマは、データベースの仕様を記述したもので、概念スキーマ、外部スキーマ、内部
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スキーマの３種類がある。

イのＮＳチャートは、構造化プログラミングに使用される図式の１つで、全体を四角で表し、

順次、選択、反復を表すボックス図の記号を組み合わせて論理を記述し、構造化を図る方式であ

る。求める答えはイである。

ウのデータフローダイヤグラムは、データの流れを図式化したもので、データフロー、プロセ

ス、データストア、外部の４種類の基本要素で構成される。

エの疑似コードは、アルゴリズムを記述するために用いる人の言葉に近い言語である。

問６ ア

構造化チャートに関する問題である。

構造化チャートは、機能間の従属関係を階層的に表すものである。パラメータの記述ができる

ため、機能間のインタフェースが理解しやすい、階層構造で表現するため、システムを構成して

いるプログラム構造が理解しやすい、ループ、判定などの手続きを表現することができるなどの

特徴がある。構造図の記号としては、ボックス、連結線、パラメータ、パラメタ表などを用いる。

アが構造化チャート、イは状態遷移図、ウはＤＦＤ、エはＨＩＰＯで、求める答えはアとなる。

問７ ウ

再帰プログラムに関する問題である。

アのオーバレイサブルーチンは、プログラムをセグメントという単位に分割して補助記憶装置

に格納し、実行時に必要なセグメントを主記憶装置に格納する手続きである。

イの関数サブルーチンは、データを入力すると、一定の規則に従って計算結果を出力する仕組

みである。主プログラムの中で繰り返し使用される処理を関数として宣言する。

ウの再帰的サブルーチンは、プログラムの中に記述された命令で、そのプログラム自身を呼び

出すことができるプログラムである。求める答えはウとなる。

エの再入可能サブルーチンは、同じプログラムに対する複数の処理要求に同時に処理すること

ができ、それぞれの処理要求に対して、正しい結果を返すことができるプログラムまたは手続き

である。

問８ イ

再帰的プログラムの特徴に関する問題である。

リカーシブ(再帰)は、プログラムの中から自分自身を呼び出すことを言う。自分自身を定義す

るのに自分自身よりも１次低い集合を用いる。その部分集合はより低次の部分定義を用いて定義

することを繰り返して表現する。手続きの内部で再び自分自身を呼び出すことを再帰呼出という。

アはリューザブル、イはリカーシブ、ウはリロケータブル、エはリエントラントである。求め

る答えはイとなる。

問９ イ

再帰呼び出しに関する問題である。

再帰呼び出しは、関数の処理中に自分自身の関数を呼び出して処理を進めることである。再帰

呼び出しでは、必ず、再帰呼び出しからの脱出条件が存在し、再帰からの脱出が行われると、逐
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次、元の処理に戻っていく。

アはフィードバック制御、イは再帰呼び出し、ウは静的関数、エは復帰である。求める答えは

イとなる。

問10 ア

プログラムの性質に関する問題である。問題の対象はリエントラントである。

アのリエントラントは、手続きだけを記憶したプログラム域と実行によって内容が変化してい

く部分を記憶するデータ域を分離し、複数の実行要求に対して同時に処理することのでき、それ

ぞれの処理要求に対して正しい結果を返すことができるプログラムまたは手続きである。。求め

る答えはアとなる。

イのリカーシブは、プログラムの記述などで、関数や手続きを、その関数や手続きを使って定

義することである。また、自分自身を直接または間接的に呼び出すことを再帰呼出という。

ウのリューザブルは、再ローディングしないで、逐次再利用しても正しい結果を返すことがで

きる特徴を有するプログラムのことである。

エのリロケータブルは、記憶装置を効率的に使用するために、プログラムをメモリ内で移動さ

せることである。プログラムの実行中に行うものを動的再配置、そうでないものを静的再配置と

いう。

問11 イ

プログラムの構造に関する問題である。

アの再帰的処理の特徴は、スタックを利用するＬＩＦＯ方式であり、ＦＩＦＯ方式ではない。

イの再入可能プログラムは、手続部分とデータ部分に分割して、データ部分をプロセス毎に持

つことが必要である。正しい記述である。求める答えはイとなる。

ウの逐次再使用可能なプログラムは、データ部分のプロセス毎の管理が可能になっていないた

め再入可能では使用できない。

エは、再入可能であって、再帰的ではない。

問12 イ

プログラムの特性に関する問題である。

再帰プログラムはプログラムの実行中に自分自身を呼び出すことのできるプログラムである。

実行中の状態は後入れ先出しで記憶するスタックを用いる。再入可能プログラムは複数のプロセ

スで同時に使用できるプログラムで、プログラムを可変な複数のデータ部分と不変な手続き部分

に分離しておき、各プロセスごとにデータ部分を個別に割り当て、共通部分は同時処理する。逐

次再使用可能プログラムは主記憶装置にロードすれば、その後は繰り返して実行できるプログラ

ムで、実行終了前やプログラムの開始時に内容変数の初期化を行う。

アはＦＩＦＯは誤りで、ＬＩＦＯである。

イの手続き部分とデータ部分に分割して、データ部分はプロセスごとに必要であるは正しい。

求める答はイである。

ウの逐次使用可能なプログラムは必ずしも再入可能ではない。

エの複数のプロセスを同時実行できるプログラムは必ずしも再帰的ではない。
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問13 エ

リエントラントに関する問題である。

リエントラントは、手続きだけを記憶したプログラム域と実行によって内容が変化していく部

分を記憶するデータ域を分離し、複数の実行要求に対して同時に処理することができ、それぞれ

の処理要求に対して正しい結果を返すことができるプログラムまたは手続きである。

アはリューザブル、イはリロケータブル、ウはオーバレイ、エはリエントラントで、求める答

えはエとなる。

問14 ウ

プログラムの性質に関する問題である。

アの再帰的(リカーシブ)は、プログラムの記述などで、関数や手続きを、その関数や手続きを

使って定義することである。自分自身を直接または間接的に呼び出すことを再帰呼出という。

イの再使用可能(リューザブル)は、再ローディングしないで、逐次再利用しても正しい結果を

返すことができる特徴を有するプログラムのことである。

ウの再使用可能(リエントラント)は、手続きだけを記憶したプログラム域と実行によって内容

が変化していく部分を記憶するデータ域を分離し、複数の実行要求に対して同時に処理すること

ができ、それぞれの処理要求に対して正しい結果を返すことができるプログラムまたは手続きで

ある。求める答えはウとなる。

エの再配置可能(リロケータブル)は、記憶装置を効率的に使用するために、プログラムをメモ

リ内で移動させることである。プログラムの実行中に行うものを動的再配置、そうでないものを

静的再配置という。

問15 エ

リエントラントに関する問題である。

ａはプログラム、ｂはタスク、ｃは再入可能である。求める答えはエとなる。

問16 イ

値呼び出し、参照呼び出しに関する問題である。

値渡しは、プログラムにおける主プログラムと副プログラム間のデータの受渡し方式の一つで、

プログラムにデータ(引数)を与えて処理を行わせることである。与えられたデータが変化しても

元のデータに影響を与えない。参照渡しは、メイン・プログラムとサブルーチンの間でデータを

受け渡す方式の一つで、仮引数である変数が実行中に変化すると、自動的に実引数である変数も

変化する。多くのプログラム言語では、サブルーチンに対して引数を、引数のアドレスで引き渡

す。サブルーチン側でこの引数を操作する場合には、そのアドレスを参照することにより行う。

ｘは値呼び出しであり、ｙは参照呼び出しであるから、次のように計算される。

ｘ＝ｘ＋ｙでは、ｘ＝３、ｙ＝２で、計算後、ｘ＝５、ｙ＝２である。

ｙ＝ｘ＋ｙでは、ｘ＝５、ｙ＝２で、計算後、ｘ＝５、ｙ＝７で、サブプログラムからのリタ

ーン値はないため、メインプログラムのａ、ｂの値は、ａは変化しない、ｂは参照呼び出しのた

めｙが求まった段階で修正されて、ｂ＝７となる。

従って、ａ＝３、ｂ＝７となり、求める答えはイとなる。
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問17 イ

関数呼び出し時の引数の性質に関する問題である。

引数はプログラムが関数を呼び出すとき、関数で引用する呼び出し側の情報である。呼び出し

側と関数は引数を使用して情報の受け渡しを行う。呼び出し側で渡す情報を実引数、関数側で受

け取る情報を仮引数という。

値渡しの場合、実引数の値は異なるメモリ領域に複写される。複写された変数は呼び出された

関数の中だけで使用され、関数外には反映されない。参照渡しの場合、関数の引数にポインタを

渡す。関数に渡されたポインタは元のメモリ領域を参照するので、呼び出された関数内から直接

アクセスすることができる。従って、関数内で変数の値が変更されると元の値も直接変更される

ことになる。

アの値渡しの場合、仮引数の値が変わっても、実引数の値は変わらない。

イの実引数から仮引数に情報を渡す方法には値呼び出しと参照呼び出しの方法がある。求める

答えはイとなる。

ウの実引数も変数も定数もある。

エの仮引数は値呼び出しの場合、関数外では有効でない。

問18 エ

参照渡し、値渡しに関する問題である。

参照渡しは、ある変数のメモリ上のアドレスを得て、その変数の値にアクセスすることである。

結果の格納もアドレスの位置に格納される。値渡しは、値をコピーして渡すことである。処理し

た結果はコピーされた変数の修正になる。コピー前の領域の値は変わらない。

SubXの関数の引数の条件から、Ａは参照渡しで引数Ｃに渡される。Ｂは値渡しで引数Ｄに渡さ

れる。Ｃの値はＥに代入され、Ｄの値はＣに代入され、Ａに戻される。

Ｄ＝Ｂ＝２であるから、Ｃ＝２、Ａ＝２となる。Ｂの値は値渡しであり、SubX関数の処理と関

係しないため、Ｂ＝２となる。従って、答えはＡ＝２、Ｂ＝２となり、求める答えはエとなる。

問19 ア

関数呼び出し時の引数の性質に関する問題である。

引数はプログラムが関数を呼び出すとき、関数で引用する呼び出し側の情報である。呼び出し

側と関数は引数を使用して情報の受け渡しを行う。呼び出し側で渡す情報を実引数、関数側で受

け取る情報を仮引数という。

値渡しの場合、実引数の値は異なるメモリ領域に複写される。複写された変数は呼び出された

関数の中だけで使用され、関数外には反映されない。参照渡しの場合、関数の引数にポインタを

渡す。関数に渡されたポインタは元のメモリ領域を参照するので、呼び出された関数内から直接

アクセスすることができる。従って、関数内で変数の値が変更されると元の値も直接変更される

ことになる。

サブルーチンの実行後に変数の値が変更されないのは値渡しの場合である。求める答えはアと

なる。
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問20 ウ

オーバレイに関する問題である。

オーバレイ方式は、主記憶容量より大きなプログラムを実行できるようにする方式で、プログ

ラムをセグメントという単位に分割して補助記憶装置に格納し、実行時には実行に必要なセグメ

ントをその都度補助記憶装置から主記憶装置へローディングする方式である。セグメント大きさ

の決定、主記憶装置への割当、補助記憶装置から主記憶装置へのローディングの指示はプログラ

ム内で決定する。主記憶装置と補助記憶装置との間の情報転送はプログラムが分割されたセグメ

ント単位に行われる。オーバレイでローディングされるセグメントは、同時に主記憶装置上に存

在する必要のない排他的なプログラム部分である。共通して使用されるセグメントは主記憶装置

内に常駐する。

アのＢとＣ、イのＣとＤ、エのＦとＧは排他的関係にあり、主記憶に同時に存在しないため参

照することはできない。ウのＦとＡは同時に存在し、参照が可能である。求める答えはウとなる。

問21 エ

流れ図の問題である。

流れ図の内容は最大公約数を求める流れ図である。

ア～エの解答例で、①～⑥を実行する。

アのａ＝２ｂの場合、ａ：ｂ＝２：１、ｍ＝２、ｎ＝１として検討する。③はｍ＞ｎとなり、

①→②→③→④を実行する。

イの２ａ＝ｂの場合、ａ：ｂ＝１：２、ｍ＝１、ｎ＝２として検討する。③はｍ＜ｎとなり、

⑤を実行、ｍ＝ｎで印字となる。①→②→③→⑤→②→⑥となる。

ウの２ａ＝３ｂの場合、ａ：ｂ＝３：２、ｍ＝３、ｎ＝２として検討する。③はｍ＞ｎとなり、

①→②→③→④を実行する。

エの３ａ＝２ｂの場合、ａ：ｂ＝２：３、ｍ＝２、ｎ＝３として検討する。③はｍ＜ｎとなり、

⑤を実行、ｎ－ｍ＝３－２＝１→ｎ、③でｍ＞ｎとなり、④を実行、ｍ－ｎ＝２－１→ｍ、②で

ｍ＝ｎとなり、印刷となる。実行順は①→②→③→⑤→②→③→④→②→⑥となり、求める答え

はエとなる。

問22 イ

プログラム言語の特徴に関する問題である。

Ｃ言語は、ＯＳなど制御系プログラムなどの開発に適したプログラム言語である。メモリを直

接扱うなどアセンブラと同等レベルのハードウェアに近い制御を記述することができる。

Ｃ言語の特徴

① 移植性の高さとモジュール開発の容易さ

② パッケージプログラムの開発に利用する。

③ 開発済みモジュールの再利用を促進

④ 開発効率の向上

⑤ プログラム品質の改善

アのＣＯＢＯＬは、事務処理向けのプログラム言語で、コンパイラ言語である。インタプリタ

は誤りである。
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イのＣに関する記述は適切である。求める答えはイとなる。

ウのJavaは、オブジェクト指向のプログラム言語で、ＯＳやパソコンの機能に依存することな

く動作する。Javaのソースコードをコンパイルすると、バイトコードの中間コードに変換され、

このコードをJava仮想マシンが解釈して、プログラムを実行する。Ｗｅｂブラウザ上で動作する

プログラムをJavaアプレット、Ｗｅｂブラウザに関係なく動作するプログラムをJavaアプリケー

ションと呼ぶ。言語仕様がプラットフォームに依存するは誤りである。

エのPerlは、テキストやファイル処理に適したインタプリタ型のプログラム言語で、ＷＷＷサ

ーバでは、ＣＧＩプログラムの標準言語として活用されている。クライアントではなくサーバ上

で動作し、コンパイラではなくインタプリタである。

問23 イ

Javaの仮想マシンに関する問題である。

アのＪＩＴコンパイラは、Javaプログラムのバイトコードを、実行環境の機種に最適化された

ネイティブ・コードに変換するコンパイラである。

イの仮想マシンは、JavaＶＭで、Java言語で作成したソースプログラムは、Javaコンパイラに

より、バイトコードと呼ぶ中間コードに変換されて配布され、JavaＶＭで実行される。JavaＶＭ

が組み込まれている環境であれば、コンピュータの機種やＯＳに関係なく動作可能である。求め

る答えはイとなる。

ウのクロスコンパイラは、他のコンピュータシステムで動作する機械語を生成するためのコン

パイラである。開発環境のない組込用コンピュータのソフトウェア開発に使用される。

エのリバースエンジニアリングは、互換製品を作る目的で、オリジナル製品を解析して設計情

報などを調査する手法である。

問24 エ

Java言語に関する問題である。

Java言語は、オブジェクト指向のプログラム言語で、パソコンやプリンタ、携帯電話、テレビ

などの家電製品など様々な分野で利用が考えられている。Javaで記述したプログラムをコンパイ

ルするとJavaＶＭ用のバイトコードが生成される。JavaＶＭを搭載しておれば、どのプラットフ

ォームでも動かすことができる。

Java言語の特徴

① ガベージコレクション機能を備えている。

② ポインタの概念がない。

③ ネットワーク上のプログラムをダウンロードし、Ｗｅｂ上で動かすことができる。このプ

ログラムをJavaアプレットと呼ぶ。

④ JavaＶＭが搭載されておれば、プラットフォームに依存しない。

⑤ 実行速度は遅い。

⑥ インターネットや分散システム環境で利用されている。

⑦ オブジェクト指向言語である。

アはsmalltalk、イはＣ＋＋、ウはＨＴＭＬ、エはJavaである。求める答えはエとなる。



- 8 -

問25 ウ

コンパイル方式とインタプリタ方式の処理時間に関する問題である。

バイトコードの行数をＸとすると、次の式が成り立つ。

０.２Ｘ／１００≧０.００３Ｘ／１００＋０.１Ｘ／１００＋０.１５

両辺に１００を掛けると

０.２Ｘ≧０.００３Ｘ＋０.１Ｘ＋１５

０.０９７Ｘ≧１５

Ｘ≧１５４.６

求める答えはウとなる。

問26 ア

プログラム言語に関する問題である。

アはJava言語、イは疑似言語、ウはPerl、エはＨＴＭＬである。求める答えはアとなる。

問27 ア

JavaBeansに関する問題である。

アのJavaBeansは、Javaのプログラムで構成されたソフトウェアをアプリケーション部品とし

て取り扱うための規約、仕様である。求める答はアである。

イのJavaScriptは、オブジェクト指向のインターネット用スクリプト言語で、ユーザの操作に

合わせてウェブページの表示内容を変えたり、アンケートなどでフォームに入力したデータをチ

ェックするなどＨＴＭＬで実現できない機能をウェブページ上で実現する。

ウのJavaアプリケーションは、Javaで作成されたソフトのうち、ユーザのコンピュータに組み

込んで、ウェブブラウザと独立して単体で動作させることが可能なアプリケーションである。

エのJavaアプレットは、Javaで作成されたソフトで、ＨＴＭＬに組み込まれてウェブサーバか

らダウンロードし、ウェブブラウザ上で実行されるものである。

問28 ウ

Ｊａｖａサーブレットに関する問題である。

アのJavaScriptは、動きのあるＷｅｂページを作成できるインターネット用のスクリプト言語

である。ＨＴＭＬファイルに直接コードを貼り込んでブラウザで実行する。

イのJavaアプレットは、ＨＴＭＬに組み込んでＷｅｂサーバからダウンロードして、ｗｅｂブ

ラウザ上で実行するJavaで作成されたソフトウェアである。

ウのJavaサーブレットは、サーバ上で動作するJavaアプレットで、Ｗｅｂサーバ上でデータベ

ースの検索などクライアントに対してさまざまなサービスを提供できる。ＣＧＩに比べてＷｅｂ

サーバのパフォーマンスが落ちないメリットがある。求める答えはウとなる。

エのＶＢScriptは、インターネット用のスクリプト言語で、Visual Basic が基になっている。

Ｗｅｂページを記述するＨＴＭＬの中に直接記述し、クライアントのブラウザ上でインタプリタ

で実行する。
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問29 イ

Javaアプリケーションに関する問題である。

アのJavaScriptは、オブジェクト指向のインターネット用スクリプト言語で、ユーザの操作に

合わせてウェブページの表示内容を変えたり、アンケートなどでフォームに入力したデータをチ

ェックするなどＨＴＭＬで実現できない機能をウェブページ上で実現する。

イのJavaアプリケーションは、Javaで作成されたソフトのうち、ユーザのコンピュータに組み

込んで、ウェブブラウザと独立して単体で動作させることが可能なアプリケーションである。Ｖ

Ｍが稼働しておれば動作する。動作しているコンピュータのファイルの読み込み、書き換えは可

能である。求める答えはイとなる。

エのJavaアプレットは、Javaで作成されたソフトで、ＨＴＭＬに組み込まれてウェブサーバか

らダウンロードし、ウェブブラウザ上で実行されるものである。ユーザのコンピュータのファイ

ルの読み書きや他のアプリケーションを起動できない。

ウのJavaサーブレットは、サーバ上で動作するJavaアプレットで、Ｗｅｂサーバ上でデータベ

ースの検索などクライアントに対してさまざまなサービスを提供できる。ＣＧＩに比べてＷｅｂ

サーバのパフォーマンスが落ちないメリットがある。

問30 ア

アプレットに関する問題である。

アのアプレットは、ＨＴＭＬに組み込んでＷｅｂサーバからダウンロードして、ｗｅｂブラウ

ザ上で実行するJavaで作成されたソフトウェアである。求める答えはアとなる。

イのサーブレットは、サーバ上で動作するJavaアプレットで、Ｗｅｂサーバ上でデータベース

の検索などクライアントに対してさまざまなサービスを提供できる。

ウのスクリプトは、動きのあるＷｅｂページを作成できるインターネット用のスクリプト言語

である。ＨＴＭＬファイルに直接コードを貼り込んでブラウザで実行する。

エのスレッドは、インターネット上の掲示板やネットニュース、パソコン通信の会議室で用い

る、ある話題に対する一連のメッセージ群を指す。

問31 ア

ジャバサーブレットに関する問題である。

サーブレットは、サーバ上で動作するJavaアプレットで、Ｗｅｂサーバ上でデータベースの検

索などクライアントに対してさまざまなサービスを提供できる。ＣＧＩに比べてＷｅｂサーバの

パフォーマンスが落ちないメリットがある。

アのJavaで開発されたプログラムで、サーバ上で動作する記述は正しい。求める答えはアとな

る。

イはJavaアプレット、ウはJavaBeans、エはインタプリタのJava仮想マシンである。

問32 エ

ＸＭＬに関する問題である。

ＸＭＬは、ＷＷＷで使われる文書の構造を定義するための言語であり、ＨＴＭＬと異なり、文

書構造の指定に使うタグを独自に定義できる特徴がある。ＸＭＬはＳＧＭＬをもとに、インター
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ネット向けに最適化した。

アのＨＴＭＬを基にして機能拡張したのではなく、ＳＧＭＬを基にしている。

イの文書の入力は、文書を通常使用するテキストで表現するため、テキスト文字の入力可能な

汎用のエディタやテキスト形式の入力用ソフトウェアで可能である。

ウの文書の論理構造と表示スタイルは分離することが可能で、１つの文書から表現媒体の種類

によって異なる表現が可能となる。

エの利用者独自のタグを使って文書の属性情報や論理構造を定義することができる記述は適切

な内容である。求める答えはエとなる。

問33 イ

ＸＭＬの特徴に関する問題である。

ＸＭＬは、Ｗｅｂページをつくるための記述言語で、決められたタグを使用するＨＴＭＬと異

なり、ユーザが自由に独自のタグを定義して使えるのが特徴である。タグを手がかりにブラウザ

側で加工がしやすくなるため電子商取引などで使用されている。同じく独自のタグを指定可能な

ＳＧＭＬのサブセットとして考案され、任意のデータをＨＴＭＬと同様の感覚で送受信できるこ

とを目標に作成されたものである。ＸＭＬはその性質上、他のマークアップ言語の骨組みとして

使用されることが多い。

アのＨＴＭＬとの対応は、表示性能の向上ではなく、表現の自由度の向上である。

イの情報システム間のデータの交換は任意のデータをＨＴＭＬと同様に容易に送受信できる。

正しい記述である。求める答えはイとなる。

ウのスタイル表現は、ＳＧＭＬの文法を簡素化した文書であり、ＳＧＭＬよりは習得しやすく、

ＨＴＭＬよりは柔軟性があり、ＳＧＭＬとＨＴＭＬの中間に位置する文書構造である。。

エの開発の基はＨＴＭＬと同じＳＧＭＬである。

問34 イ

ＸＭＬに関する問題である。

アの開始タグ、終了タグの省略は、ＨＴＭＬの場合には、終了タグの省略は可能であるが、Ｘ

ＭＬでは省略は認められない。ただし、空要素タグの場合は、＜要素名／＞で表現する。

イのデータは開始タグと終了タグで囲んで構成するが、データがないこともあるは適切な記述

である。求める答えはイとなる。

ウの階層構造はルート要素と呼ばれる最上位層の要素は必ず１つでなければならない。

エのコメントは自由に使用することができるが、タグ中にコメントを記述することは許されて

いないため、要素名として識別に使用することはできない。

問35 エ

オープンソースソフトウェアに関する問題である。

アの特定の業界向けに作成されたものは、その業界に限定できるという条件は、自由な再頒布

ができること、適用領域に基づいた差別をしないこと、特定製品に依存しないことなどのライセ

ンス要件から考えて適切でない。

イの改変再配布時の同じライセンス適用の問題は、採用しているライセンスとそうでないライ
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センスがある。

ウの第三者が製品として再配布する場合も、開発者は第三者にライセンス費を請求することが

できない。

エの社内で改変して再配布しない場合には、改変部分のソースコードを公開しなくてもよい。

求める答えはエとな。

問36 ウ

ＧＰＬ下のＯＳＳに関する問題である。

ＧＰＬは、ソフトウェアの自由な実行、複製、改変および再配布を、無保証の条件付きで許諾

するライセンスである。ソフトウェアなどの著作者が、自身の著作権の保持を表明したまま、複

製や改変などの多くの著作支分権の実施を複製物の受領者に許諾するとともに、その受領者が複

製物またはそれらを改変した派生物を再配布することを妨げないこと、ソフトウェアの使用に伴

う損害を保証しないことなどの条件に、ソフトウェアの利用を許諾する契約である。ソフトウェ

アのバイナリ形式のみでの配布を認めず、ソースコードの添付またはソースコードの入手方法の

明示を義務づけている。

アはＯＳＳとアプリケーションとのインタフェースの開発、販売なので問題ない。

イは自社内での使用であり、問題ない。

ウはＯＳＳを利用した改変、販売であるからライセンス違反となる。求める答えはウとなる。

エは自社開発したソフトウェアのＯＳＳ環境でのテストであるから問題ない。

問37 ア

オープンソースに関する問題である。

オープンソースは、ソースプログラムが公開されていることである。オープンソース化するこ

とで、多くの人々が開発に参加でき、結果としてそのソフトウェアがより改善され、普及してい

くとされる。一定の条件下で、ソースコードの変更を許している。

アはオープンソース、イはシェアウェア、ウはパブリックドメインソフトウェア、エはフリー

ウェアである。求める答えはアとなる。

問38 ア

オープンソースソフトウェアに関する問題である。

アのオープンソースソフトウェアはソースコードをインターネットなどを通じて無償で公開

し、誰でもそのソフトウェアの改良、再配布が行なえるようにしたソフトウェアである。求める

答えはアである。

イのコンポーネントウェアは標準仕様のソフトウェア部品を使用してアプリケーションを開発

する手法または開発ツールである。

ウのシェアウェアは継続使用に対して開発者がユーザに対価を要求するソフトウェアである。

エのミドルウェアは基本ソフトウェアとアプリケーションソフトウェアの中間に位置して、複

数のアプリケーションソフトウェア間の連携をとったり、オペレーティングシステムの違いを吸

収したりする役割を行う。
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問39 ウ

オープンソースライセンスに関する問題である。

アのＢＳＤライセンスは、無保証・免責を宣言し、再配布する際に著作権表示を行うことのみ

を条件とする、極めて制限の緩いライセンスである。

イのコピーライトは、著作権のことである。ホームページやブログはもちろん、映画や音楽、

本や漫画、絵や彫刻など、全ての作品に著作権があり、年齢、性別、プロ、アマ問わず誰が作っ

た作品にでも、自動的に発生するものである。

ウのコピーレフトは、著作権に対する考え方で、著作権を保持したまま、二次的著作物も含め

て、すべての者が著作物を利用・再配布・改変できなければならないという考え方である。求め

る答えはウとなる。

エのデュアルライセンスは、ソフトウェアなどを複数の異なるライセンスに基いて配布・販売

などすることである。

問40 ア

Ajaxに関する問題である。

アのAjaxは、ウェブブラウザ内で非同期通信とインターフェイスの構築などを行う技術であり、

動的なユーザインタフェースを画面遷移を伴わずに実現する。

イのＣＳＳは、ウェブページのレイアウトやデザインのスタイルを宣言する仕組みである。

ウのＲＳＳは、ウェブサイトの見出しや要約などを記述したファイルのフォーマットである。

エのＳＮＳは、ソーシャルネットワーキングサービス、または同サービスを提供しているウェ

ブサイトのことである。

問41 エ

Ajaxに関する問題である。

Ajaxは、JavaScriptとＸＭＬという標準的な技術の組合せでユーザインタフェースを実現する

技術である。バックグランドでＸＭＬ形式のデータを非同期にサーバとやり取りを行うことで、

ページを遷移せずに動的にページの一部を書き換えることができる。

アはパケットフィルタリング、イはＣＳＳ、ウはＭＩＭＥ、エはAjaxである。求める答えはエ

となる。

問42 イ

データベース言語ＳＱＬに関する問題である。

アのＣＯＢＯＬは、事務処理用に使用するプログラム言語で、ＣＯＤＡＳＹＬによって開発さ

れた。ファイルの構造の定義、効率的なファイルの入出力、整列機能、報告書作成機能、COPY機

能が特徴的である。プログラムは見出し部、環境部、データ部、手続き部からなる。

イのＳＱＬは、関係データベースを構築しアクセスするための言語で、コマンド形式で入力す

ることでデータの検索、更新、表の定義などを行うことができる。求める答えはイとなる。

ウのＬＩＳＰは、人工知能関係のソフトウェア開発、数式処理のためのプログラム言語である。

数式などをリストのデータ構造で表現する。関数型言語で、標準関数とユーザ定義関数を組み合

わせて、帰納的・再帰的定義によって記述する。
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エのＡＬＧＯＬは、科学技術計算用言語で、ヨーロッパを中心に使用された。ＢＮＦで言語が

定義されており、ブロックと複合文で構造的に記述できる。

問43 ウ

ＳＧＭＬに関する問題である。

アのＤＭＬはデータベースのデータ操作を行う命令で、データの格納、検索、変更などを行う。

イのＨＴＭＬはＷＷＷで利用するハイパーテキストの構造を定義するための言語で、文書中に

見出し、テキスト、表、リスト、画像など多彩な情報を埋めることができる。他のウェブページ

やデータへのリンクを設定できるのが特徴である。

ウのＳＧＭＬは文書の構造や意味を定義するためのマークアップ言語の１つで、ＩＳＯで規格

化されており、文書データベースの作成などに使われている。論文やマニュアルなどの文書中に

タグを加えることで、文書の論理的構造を指定する。それぞれのタグがどのような意味を持つか

はＤＴＤで定義される。電子的な文書の管理や交換を容易に行うための標準文書記述言語である。

求める答えはウとなる。

エのＵＭＬはオブジェクト指向分析・設計で利用されるモデリング言語である。

問44 ウ

ＳＧＭＬに関する問題である。

ＳＧＭＬは文書の論理構造、意味構造を簡単なマークで記述する言語である。文書中に出てく

るタイトル、人名など構造上あるいは意味上重要な部分に、あらかじめ決めてあるマークで印を

つける。後で、その部分だけを抜き出して抄録にまとめたり、人名索引を作るのに利用する。

ＶＲＭＬは３次元グラフィックスデータの記述言語で、ＶＲＭＬ９７はＩＳＯ規格になってい

る。

PostScript言語はページプリンタやディスプレイに出力するテキスト、図形、イメージのペー

ジ表記を記述するための言語である。

アはＶＲＭＬ、イはＨＴＭＬ、ウはＳＧＭＬ、エはPostScript言語である。求める答えはウと

なる。

問45 エ

ＳＧＭＬに関する問題である。

ＳＧＭＬは文書の論理構造、意味構造を簡単なマークで記述する言語である。文書中に出てく

るタイトル、人名など構造上あるいは意味上重要な部分に、あらかじめ決めてあるマークで印を

つける。後で、その部分だけを抜き出して抄録にまとめたり、人名索引を作るのに利用する。

アのＤＭＬはデータベースをアクセスするための言語である。

イのＨＴＭＬはインタネットのホームページを作成するための記述言語である。

ウのＰＤＬはページ記述言語で、プリンタで印刷する文書の体裁をページ単位に処理するため

の言語である。

エのＳＧＭＬは文書の形式や構造を簡単なマークによって指定するための言語で、文章中にタ

グと呼ばれる文字列を入れることによって、単語や文章の形式や構造を指定する。電子出版や文

書データベースに利用される。求める答えはエとなる。
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問46 ウ

ＳＧＭＬに関する問題である。

ＳＧＭＬは文書の論理構造、意味構造を簡単なマークで記述する言語である。文書中に出てく

るタイトル、人名など構造上あるいは意味上重要な部分に、あらかじめ決めてあるマークで印を

つける。後で、その部分だけを抜き出して抄録にまとめたり、人名索引を作るのに利用する。

アの英文の文書構造に用いて、和文には適さないは誤りである。

イの印刷用の制御コードは含まれていない。

ウのタグを付けて文書の構造を表現する内容は適切な記述である。求める答えはウとなる。

エの文字の大きさや段組などのレイアウトを標準化する言語は誤りである。

問47 イ

ＣＳＳに関する問題である。

アのＣＭＳは、Ｗｅｂコンテンツを構成するテキストや画像、レイアウト情報などを一元的に

保存・管理し、サイトを構築したり編集したりするソフトウェアまたはシステムのことである。

イのＣＳＳは、ＨＴＭＬで書かれたＷｅｂページのレイアウトやデザインといったスタイルを

宣言するための仕組みである。文書の文字の大きさ、文字の色、行間などの視覚表現を扱う標準

仕様である。求める答えはイとなる。

ウのＲＳＳは、ニュースやブログなど各種のウェブサイトの更新情報を簡単にまとめ、配信す

るための幾つかの文書フォーマットの総称である。

エのＷｉｋｉは、Ｗｅｂブラウザから簡単にＷｅｂページの発行・編集などが行える、Ｗｅｂ

コンテンツマネジメントシステムである。閲覧者が簡単にページを修正したり、新しいページを

追加したりできるようになっている。

問48 ア

ソフトウェアの統合開発環境に関する問題である。

統合開発環境は、エディタ、コンパイラ、デバッガなど、プログラミングに必要なツールが一

つのインターフェースで統合して扱えるような環境のことである。

アのEclipseは、ＩＢＭによって開発された統合開発環境(ＩＤＥ)の一つである。高機能なが

らオープンソースであり、Javaをはじめとするいくつかの言語に対応している。Eclipse自体はJ

avaで記述されている。求める答えはアとなる。

イのＧＣＣは、ＧＮＵのコンパイラ群である。

ウのLinuxは、UNIXライクなＯＳカーネルのひとつである。一般には、カーネルにLinuxを採用

したＯＳ環境全体を指して、Linuxと呼ばれていることが多い。

エのTOMCATは、Jakartaプロジェクトのサブプロジェクトとして開発されているオープンソー

スのソフトウェアで、Javaサーブレット・JSPを処理するアプリケーションサーバである。

問49 ア

原始プログラム作成からロード、実行に至るプロセスに関する問題である。

正しい手順は、原始プログラムの作成→コンパイル→連携編集→ロード→実行の順に行われる。

求める答えはアとなる。
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問50 ウ

言語プロセッサに関する問題である。

アセンブラは、アセンブリ言語で記述したソースプログラムを、ＣＰＵが直接実行できる機械

語に翻訳するソフトウェアである。インタプリタは、ソースプログラムを１行ずつ解釈して機械

語に翻訳しながら実行するソフトウェアで、プログラムの命令を逐次翻訳して実行していくため、

実行速度は遅いが、文法エラーやプログラムの修正を対話的に行える特徴がある。トランスレー

タは、翻訳プログラムの総称として用いられる場合とある処理系用に書かれた原始プログラムを

他の処理系用のプログラムに変換する意味に用いられる場合がある。シミュレータは、ある計算

機で実行可能な目的プログラムの命令を１つずつ解釈し、他の計算機の命令に変換して実行する

場合に利用する。ジェネレータは、条件をパラメータで記述し、問題の処理目的に応じたプログ

ラムを自動的に生成することである。

アはトランスレータの内容であり、アセンブラではない。

イはシミュレータであり、インタプリタではない。

ウのジェネレータの記述のみが正しい内容である。求める答えはウとなる。

エはインタプリタに関する記述で、トランスレータではない。

問51 ア

コンパイラの処理順序に関する問題である。

コンパイラは、ソースプログラムからオブジェクトプログラムを作成し、オブジェクトプログ

ラムからリンカを使用してライブラリとリンクし、ロードモジュールを作成する。ローダは、デ

ータやプログラムをコンピュータに読み込むプログラムである。

ａはコンパイラ、ｂはリンカ、ｃはローダで、求める答えはアとなる。

問52 ウ

コンパイラ、インタプリタに関する問題である。

コンパイラは、Ｃ言語などのプログラミング言語で記述されたソースプログラムを、ＣＰＵが

解釈・実行できる機械語に翻訳するソフトウェアである。コンパイルを行うとソースプログラム

からオブジェクトファイルが生成され、リンカを使ってライブラリをリンクして、実行可能プロ

グラムファイルを作成する。インタプリタに比べてデバッグ作業に手間がかかるが、実行速度は

非常に速い。

アのＣＯＢＯＬやＦＯＲＴＲＡＮはコンパイラである。

イのインタプリタの実行速度はコンパイラより遅い。

ウの記述は、インタプリタに関する内容である。求める答えはウとなる。

エの記述は、インタプリタに関するもので、コンパイラではない。

問53 イ

コンパイラに関する問題である。

アの原始プログラムを解釈し実行するは、インタプリタに関する記述である。

イの構文解析、意味解析を行い、コードを生成するは、コンパイラに関する記述であり、求め

る答えである。
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ウの実行するアドレスに合わせてプログラムを再配置するは、仮の記憶領域に割り付けられて

いるプログラムの格納位置を、実行に必要な記憶領域の格納位置に再設定することであって、コ

ンパイラの基本機能ではなく、連係編集プログラムまたはロードモジュールプログラムの機能で

ある。。

エのロードモジュールの編集は、オブジェクトモジュールを幾つか組み合わせて実行可能プロ

グラムにする連携編集プログラムである。

問54 エ

コンパイラの処理順序に関する問題である。

コンパイラの処理順序

① 字句解析

プログラムの文字列を、字句またはトークンの生成規則に従って、文法上の意味のある語、

構文を構成する最小単位の字句に切り出すことである。

② 構文解析

字句の連なりとして抽出したものに、文法に照らし合わせて合法な文であるかどうかを判

断することである。文の種類には、宣言文、代入文、構造文などがある。

③ 意味解析

変数名の未定義や二重定義、型の不一致など構文に含まれない制約を検査することである。

文字型として宣言された変数が算術式のなかに現れれば、意味上の誤りとして意味解析の

段階に検出される。

④ 最適化

実行時間や大きさが小さくなるように、目的プログラムを変更することである。

⑤ 目的コードの生成

手続き型言語のコンパイラの手順は、次の通りである。

字句解析→構文解析→意味解析→最適化→コード生成

の順に進められる。求める答えはエとなる。

問55 ア

言語プロセッサに関する問題である。

コンパイラの機能は字句解析→構文解析→意味解析→コード生成→目的プログラムの最適化の

順に次のように進める。

① プログラムを構成する単語を分析する。(字句解析)

② プログラムの文法的な誤りをチェックし、さらに解析を進める。(構文解析)

③ プログラムの意味を解析する。(意味解析)

④ 機械語のコードをつくる。(コード生成)

⑤ 処理の最適化を図る。(最適化)

インタプリタは高水準言語で書かれた実行プログラムを、１行ずつ解釈しながら実行していく

ためのプログラムで、次のような作業を行う。

① プログラムを１行ごとに解釈し、中間コードに変換する。

② 中間コードに対応する機械語の命令を呼び出す。
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③ ＣＰＵが呼び出した機械語の命令を実行する。

イ、ウ、エはインタプリタの特徴である。

アはコンパイラの特徴である。求める答えはアとなる。

問56 ア

言語プロセッサ、サービスプログラムに関する問題である。

アのコンパイラは、プログラミング言語で記述されたプログラムを、コンピュータが理解でき

る機械語に一括変換するソフトウェアである。

イのプリコンパイラは、ソースプログラムの中のマクロ機能などを前処理して、コンパイラに

対する単純化したソースプログラムモジュールを作成する。

ウのリンケージエディタは、コンパイラやアセンブラで出力された複数本のオブジェクトモジ

ュールを結合して１本のプログラムモジュールを作成する。

エのローダは、ロードモジュールを再配置処理を行った上で、主メモリ上でロードするプログ

ラムである。

リンケージエディタは、コンパイルに別々に０番地の開始アドレスから生成されていたオブジ

ェクトモジュールにアドレスが連続するように変換する。外部関数を未解決アドレスとして次の

ステップに渡すのであるから、外部関数をコンパイラから次のステップであるリンケージエディ

タに渡すことになる。従って、求める答えはコンパイラになり、求める答えはアとなる。

問57 ア

四つ組形式に関する問題である。

(＊、Ｂ、Ｃ、Ｔ１)はＴ１＝Ｂ＊Ｃ、(／、Ｔ１、Ｄ、Ｔ２)はＴ２＝Ｔ１／Ｄ、(＋、Ａ、Ｔ２、Ｔ３)

は Ｔ３＝Ａ＋Ｔ２となる。

Ｔ３＝Ａ＋Ｔ１／Ｄ＝Ａ＋Ｂ＊Ｃ／Ｄとなる。求める答えはアとなる。

問58 エ

コンパイラの処理における最適化の問題である。

最適化とは、実行速度を速くしたり、小さなオブジェクトプログラムを作成するためにコンパ

イル時に行われる手段の一つで、実行速度を速める場合には、定数の計算を事前に行ったり、ル

ープ内で変化しない演算式をループの外に出したりして最適化を行う。

アの中間コードはJavaマシン上で動作するバイトコードを生成する現象であり、最適化ではな

い。

イはクロスコンパイラ、ウはクロスリファランス、エが最適化である。求める答えはエとなる。

問59 ア

コンパイラの処理における最適化の問題である。

最適化とは、実行速度を速くしたり、小さなオブジェクトプログラムを作成するためにコンパ

イル時に行われる手段の一つで、実行速度を速める場合には、定数の計算を事前に行ったり、ル

ープ内で変化しない演算式をループの外に出したりして最適化を行う。

最適化の目的はプログラムの実行時間の短縮である。求める答えはアとなる。
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問60 エ

四つ組みに関する問題である。

op(ａ,ｂ,ｃ)は、ｃ＝ａ op ｂを意味する表記であるから、与えられた四つ組みの表記を順次

実行すると次のようになる。

／(ｃ,ｄ,ｗ１) ｗ１＝ｃ／ｄ

＋(ｂ,ｗ１,ｗ２) ｗ２＝ｂ＋ｗ１＝ｂ＋ｃ／ｄ

／(ｅ,ｆ,ｗ３) ｗ３＝ｅ／ｆ

－(ｗ３,ｇ,ｗ４) ｗ４＝ｗ３－ｇ＝ｅ／ｆ－ｇ

＊(ｗ２,ｗ４,ｘ) ｘ＝ｗ２＊ｗ４＝(ｂ＋ｃ／ｄ)＊(ｅ／ｆ－ｇ)

求める答えはエとなる。

問61 エ

連係編集プログラムに関する問題である。

連係編集プログラムは、オブジェクトプログラムとプログラムライブラリから呼び出したサブ

ルーチンを結合させ、実行可能なプログラムを作るプログラムである。複数本のコンパイル単位

のモジュールのオブジェクトコードを一つのプログラムに連結編集して結合する。

アはライブラリアン、イはローダ、ウはコンパイラ、エは連係編集プログラムで、求める答え

はエとなる。

問62 イ

インタプリタに関する問題である。

インタプリタはソースプログラムを１行ずつ解釈して機械語に翻訳しながら実行するソフトウ

ェアで、プログラムの命令を逐次翻訳して実行していくため、実行速度は遅いが、文法エラーや

プログラムの修正を対話的に行える特徴がある。インタプリタは、１行ごとに翻訳実行し、作成

途中でもそれまでの部分を実行でき、変更が容易である。速度はコンパイラのほうが速い。

アはアセンブラ、イがインタプリタ、ウはコンパイラと連携編集プログラム、エはジェネレー

タである。求める答えはイとなる。

問63 エ

プリコンパイラに関する問題である。

プリコンパイラはコンパイルに先立って、コンパイラ言語に付加された特殊な機能を通常のコ

ンパイラ言語に変換する。

アはトランスレータ、イはクロスコンパイラ、ウはコンパイラ、エはプリコンパイラで、求め

る答えはエとなる。

問64 ウ

動的リンクライブラリに関する問題である。

アのコンパイラによる組み込みは、埋め込み方式のＳＱＬ文をプリコンパイラに通して、親言

語のＣＡＬＬ文に変換し、そのソースプログラムを親言語のコンパイラに通して、ＣＡＬＬ文と

モジュールを結合する場合などに利用される。
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イのプリコンパイラによって生成されるのは、ソースプログラムの中のマクロ機能などの前処

理に用いられる。

ウは動的リンク、エは静的リンクである。求める答えはウとなる。

問65 イ

動的リンクライブラリに関する問題である。

アは静的リンク、イは動的リンクである。求める答えはイとなる。

ウのコンパイラによる組み込みは、埋め込み方式のＳＱＬ文をプリコンパイラに通して、親言

語のＣＡＬＬ文に変換し、そのソースプログラムを親言語のコンパイラに通して、ＣＡＬＬ文と

モジュールを結合する場合などに利用される。

エのプリコンパイラによって生成されるのは、ソースプログラムの中のマクロ機能などの前処

理に用いられる。

問66 ア

動的リンキングに関する問題である。

動的リンキングは、プログラムの実行中に別のプログラム・モジュールの機能が必要になった

とき、そのプログラムをその場で結合して利用することである。

アは動的リンキング、イは静的ローディング、ウは動的ローディング、エは連携編集プログラ

ムによるロードモジュールの作成である。求める答えはアとなる。

問67 エ

動的リンキングに関する問題である。

アのインタプリタは、ソースプログラムを１行ずつ解釈して機械語に翻訳しながら実行するソ

フトウェアで、プログラムの命令を逐次翻訳して実行していくため、実行速度は遅いが、文法エ

ラーやプログラムの修正を対話的に行える特徴がある。

イのオーバレイは、主記憶装置に読み込めない大きなプログラムを実行するときに複数のセグ

メントに分割して実行する方法である。常駐部のルートセグメントが、必要に応じて複数個に分

割された排他関係にあるセグメントを交互に読み込んで実行する。

ウの静的リンキングは、コンパイラやアセンブラで出力された複数本のオブジェクトモジュー

ルをリンケージエディタで結合して１本のプログラムモジュールを作成することである。

エの動的リンキングは、プログラムの実行中に別のプログラム・モジュールの機能が必要にな

ったとき、そのプログラムをその場で結合して利用することである。求める答えはエとなる。

問68 ア

クロスコンパイラに関する問題である。

アのクロスコンパイラは、ほかのコンピュータで動くオブジェクトプログラムをつくるための

コンパイラである。求める答えはアとなる。

イのコンパイラコンパイラは、プログラミング言語の仕様を与えると、コンパイラプログラム

を自動的につくるためのソフトウェアである。

ウのプリプロセッサは、プログラムの作成能力を上げるために、コンパイラで翻訳できない拡
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張した疑似命令を使用して作られた原始プログラムを、前もって解読可能な命令に置き換えるプ

ログラムである。ソース・コード中に頻繁に出てくる数値を文字に置き換えておいたり、いつも

必要なライブラリの初期化などの一連の手続きを別のファイルに用意しておいて、ソース・コー

ドではそこを参照するようにしておくような機能に用いられる。Ｃ言語などのコンパイラで用い

られ、コンパイル前にマクロの展開やヘッダファイルの挿入などの処理を行う。

エのフロントエンドプロセッサは、ホストコンピュータに先立って、通信制御などを行う処理

装置やかな漢字変換を行うプログラムを示す場合に用いられる。

問69 ア

クロスコンパイラに関する問題である。

クロスコンパイラは、他のコンピュータシステムで動作する機械語を生成するためのコンパイ

ラである。あるコンピュータで動作するプログラムを作るときに、他のコンピュータの開発環境

を用いてプログラムを作成する場合に使用する。動作速度が遅いコンピュータや完成していない

コンピュータ、開発環境のない組込用コンピュータなどのソフトウェア開発に使用される。

アがクロスコンパイラ、イはコンパイラコンパイラ、ウはプリプロセッサ、エはトレーサであ

る。求める答えはアとなる。

問70 イ

クロスコンパイラに関する問題である。

アのエミュレータは、あるシステム上で、異なるシステム用に開発されたＯＳやアプリケーシ

ョンを動作させるソフトウェアやハードウェアのことである。

イのクロスコンパイラは、あるコンピュータ上で高水準言語で書かれたプログラムを、そのコ

ンピュータとは別のコンピュータのオブジェクトプログラムに翻訳するプログラムである。

ウのジェネレータは、非手続き型言語であるＲＰＧなどで作成されたプログラムを、機械語で

ある目的プログラムに変換する翻訳処理プログラムである。

エのシミュレータは、ある計算機で実行可能な目的プログラムの命令を１つずつ解釈し、他の

計算機の命令に変換して実行する場合に利用するプログラムである。シミュレータの実行時は、

解釈ルーチンが主記憶にほぼ常駐するので領域を多くとり処理効率が悪くなり、処理速度も遅い。

異なる命令形式をもつコンピュータ用の目的プログラムを生成するのはクロスコンパイラであ

り、求める答えはイとなる。

問71 ア

プログラミングツールに関する問題である。

アのインスペクタは、プログラムを実行してエラー検出やデータ構造の内容を確認するための

デバッギングツールで、プログラムを途中で中断し、トレース対象データの閲覧や更新を対話形

式で処理する。求める答えはアとなる。

イのトレーサは、プログラムの実行時に制御の流れを追跡するときや実行過程を時系列的に１

ステップずつモニタリングするときに使用する。

ウのシミュレータは、ある計算機で実行可能な目的プログラムの命令を１つずつ解釈し、他の

計算機の命令に変換するプログラムである。
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エのブラウザは、情報を閲覧するためのソフトウェアである。

問72 ア

シミュレータに関する問題である。

アのシミュレータは、ある計算機で実行可能な目的プログラムの命令を１つずつ解釈し、他の

計算機の命令に変換して実行する場合に利用するプログラムである。シミュレータの実行時は、

解釈ルーチンが主記憶に常駐するので領域を多くとり処理効率が悪くなり、処理速度も遅い。求

める答えはアとなる。

イのトランスレータは、ある機種用に開発された原始プログラムを他の機種用に変換するため

の言語で、機種切り換え時に利用する。

ウのジェネレータは、非手続き型言語であるＲＰＧなどで作成されたプログラムを、機械語で

ある目的プログラムに変換する翻訳処理プログラムである。

エのクロスコンパイラは、あるコンピュータ上で高水準言語で書かれたプログラムを、そのコ

ンピュータとは別のコンピュータのオブジェクトプログラムに翻訳するプログラムである。

問73 ア

ジェネレータに関する問題である。

アのジェネレータは、非手続き型言語であるＲＰＧなどで作成されたプログラムを、機械語で

ある目的プログラムに変換する翻訳処理プログラムである。求める答えはアとなる。

イのアセンブラは、アセンブラ言語で記述された原始プログラムを目的プログラムに変換する

翻訳プログラムで、原始プログラムの命令と出力する機械語の目的コードが１対１に対応してい

るので、翻訳作業は単純である。

ウのインタプリタは、原始プログラムを目的プログラムに変換せずに、そのまま実行する方式

である。インタプリタは、解釈・実行を繰り返して行うのでプログラムが完成していなくても試

験的に実行して処理結果を判断し、エラーがあればただちに修正することができる。

エのコンパイラは、高水準・手続き型言語で記述された原始プログラムを機械語の目的プログ

ラムに翻訳するプログラムである。

問74 ア

アプレットに関する問題である。

アのアプレットは、小さなアプリケーションソフトウェアのことであるが、Javaアプレットの

意味に用いられる。JavaアプレットはＨＴＭＬファイルに組み込まれてＷｅｂサーバからダウン

ロードし、Ｗｅｂブラウザ上で実行されるものである。求める答えはアとなる。

イのサーブレットは、サーバ上で動作するJavaアプレットのことである。主にＷｅｂサーバ上

で使用され、データベースの検索などクライアントに対して様々なサービスを提供する。

ウのスクリプトは、ソフトウェアに一連の処理手続きを実行させるためのプログラムで、Ｃ言

語風の命令やマクロ言語で記述される。ＨＴＭＬ内で直接記述されるJavaScriptやVBScript、Ｃ

ＧＩアプリケーションに利用されているPerlなどがある。

エのスレッドは、ＯＳがＣＰＵに割り当てる最小単位で、タスクを更に細かなスレッド単位に

分割し、ＣＰＵに処理を割り当てることで、複数のプログラムを同時に効率的に実行できる。
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問75 イ

プログラムの静的解析ツールに関する問題である。

静的解析ツールは、プログラムを実行させずにプログラムテストを実行するソフトウェアであ

る。ソースコード解析ツール、プログラム構造解析ツール、モジュールインタフェースチェック

ツールなどがある。ソースコード解析ツールはプログラムの読解性を高め、プログラムの構造解

析ツールはプログラムの階層構造などを明らかにする。

静的解析ツールは、プログラムに対して、機械的にチェックを行うことにより、文法スタイル

の誤りやパターン化されたバグを検出する。

動的解析ツールは、対象となるプログラムを実際に動かして解析を行うプログラムテスト支援

ツールである。モニタリングツール、オンラインシミュレータ、システムロギング、自動テスト

データ生成・実行ツールなどがある。

アの関数ごとの実行処理時間、エの実行されなかった命令の検出は動的解析ツールで可能であ

るが静的解析ツールではできない。

イの後で使用されない変数への代入はパターン化が可能であり、静的解析ツールで検出できる。

求める答えはイとなる。

ウのプログラム仕様と対応する処理の記述漏れは静的ツールも動的ツールの不可能である。

問76 エ

テストの目的に関する問題である。

単体テストは、最小単位の品質を確保するためのテストで、その目的はバグを見つけることで

ある。見つかったバグの原因を追跡するためには小さな単位で実行することが望ましい。原因が

解れば対策を講じることが可能になる。しかし、最も重要な目的はバグを見つけることである。

アのバグがないことを示すことは、テストの結果から諸条件を考えて論理的に展開することは

可能であるが、現状ではバグが０であると断定することは難しい。テストを実施することの目的

とは異なる。

イのバグの原因追及は、バッグの再発生を防止するために考える内容であり、テスト結果に基

づいて次のステップで考える内容である。

ウのバグの修正は、テストの結果に基づいて、改善の対策を考える段階の問題であり、テスト

の直接の目的ではない。

エのバグを見つけることがテストの最も重要な目的である。求める答えはエとなる。

問77 エ

テストの考え方に関する問題である。

テストは、完成したシステムやモジュールが設計仕様書どおり正しく動作することを確認する

ために、ソフトウェアの検証度を確認するための一連の作業である。開発者側と利用者側がそれ

ぞれの観点からテストを実施し、システムやモジュールに含まれる欠陥を発見することがテスト

の目的になる。そのために、テストの方法を明確にし、テスト対象のプログラムの特性を吟味し

て、適切なテスト技法、テストツール、テストデータを選択・設計する。

テストを行う際の考え方は、可能な限りエラーを見つけることができるようにテストデータを

作成することである。求める答えはエとなる。
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問78 ア

単体テストに関する問題である。

アのトップダウンテストでは下位モジュールの代わりをするスタブが必要であり、アの記述は

正しい。求める答えはアとなる。

イの入力条件に関するテストはモジュールの機能仕様に基づいて、すべての入力条件、出力条

件、エラー処理等、モジュールの持つ機能が満足しているかどうかを検証する。従って、誤った

条件の入力ケースを実施する必要がないという記述は誤りである。

ウは、プログラム内部の論理の検証が必要である。コンパイルでエラーが発生しないだけでは

論理上十分であるとはいえない。

エは、コーディングが完了していないとコンパイルできないため単体テストができない。

問79 イ

プログラムの機能をテストするブラックボックステストに関する問題である。

アのトップダウンテストは、上位のモジュールから下位のモジュールへと順次結合して行う結

合テストである。

イのブラックボックステストは、モジュールをブラックボックスと見なし、機能仕様書に基づ

き作成したテストデータでテストを行う手法である。プログラムの機能をテストするものである。

求める答えはイである。

ウのボトムアップテストは、下位のモジュールから上位のモジュールへと順次結合して行う結

合テストである。

エのホワイトボックステストは、モジュールの制御構造を詳細に検討するテストである。

問80 エ

ブラックボックステストに関する問題である。

アのトップダウンテストは、上位のモジュールから下位のモジュールへと順次結合して行う結

合テストである。

イのボトムアップテストは、下位のモジュールから上位のモジュールへと順次結合して行う結

合テストである。

ウのホワイトボックステストは、モジュールの制御構造を詳細に検討するテストである。

エのブラックボックステストは、モジュールをブラックボックスと見なし、機能仕様書に基づ

き作成したテストデータでテストを行う手法である。求める答えはエである。

問81 イ

ブラックボックステストに関する問題である。

ブラックボックステストは、プログラムの外部仕様をもとにテストケースを設計するための技

法で、プログラムの詳細なアルゴリズムの仕様は参照しないで、プログラムの機能仕様やインタ

フェース仕様だけを用いて、設計する。

アの網羅率を問題にするのはホワイトボックステストである。

イの冗長なコードの検出はブラックボックステストでは不可能である。求める答えはイとなる。

ウの内部構造に着目するテストはホワイトボックステストである。
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エの分岐命令やモジュールの数が増えると、テストケースが急増するのはホワイトボックステ

ストである。

問82 ウ

限界値分析におけるテストデータに関する問題である。

限界値分析は、ブラックボックステスト法の一手法であり、入力データと出力データを同値ク

ラスに分割し、それぞれのクラスの端がテストの対象になるように値を選ぶ方法である。通常は

有効同値クラスの最大・最小とそれぞれを一つ超えた値を用いる。従って、最小値の直前の値、

最小値、最大値、最大値の直後の値となる。求める答えはウとなる。

問83 イ

ブラックボックステストに関する問題である。

ブラックボックステストは、プログラムの外部仕様をもとにテストケースを設計するための技

法で、プログラムの詳細なアルゴリズムの仕様は参照しないで、プログラムの機能仕様やインタ

フェース仕様だけを用いて設計する。プログラムの設計内容から、プログラムの機能とデータの

関係を考慮して、テストデータを作成し、プログラムのテストを行う。技法として、同値分割、

限界値分析、因果グラフ、実験計画法などがある。

アは机上デバック、イはブラックボックステスト、ウ、エはホワイトボックステストの考え方

である。求める答えはイとなる。

問84 イ

ブラックボックス法のテストケースに関する問題である。

ブラックボックス法のテストケースには同値分割や限界値分析などのテストケースがある。

アの条件網羅は、プログラムのすべての判定条件で、真およひ偽のすべての組合せを満たすよ

うにテストケースを設計する。判定中の条件のすべての可能な結果が、少なくとも１回は実行さ

せる基準である。

イの限界値分析は、ブラックボックステスト法の一手法であり、入力データと出力データを同

値クラスに分割し、それぞれのクラスの端がテストの対象になるように値を選ぶ方法である。

ウの命令網羅は、プログラムの各モジュールの命令文を少なくとも１回以上実行するようにテ

ストケースを設計する。

エの判定条件網羅は、プログラムのすべての判定条件で、真と偽を少なくとも１回以上実行す

るようにテストケースを設計する。

アの条件網羅、ウの命令網羅、エの判定条件網羅はホワイトボックス法のテストデータ作成法

であり、イの限界値分析はブラックボックス法のものであり、求める答えはイとなる。

問85 ウ

同値分割法に関する問題である。

同値分割法は、テスト対象の入力データの取り得る値の範囲の中から、同じ意味を持つ範囲を

１つのクラスとして、いくつかのクラスに分割する。分割したクラスの中から、各クラスを代表

する値をテストデータとして選択する。
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無効同値クラス－２～０、６～８の中からそれぞれ１つずつ選択し、有効同値クラス１～５の

中から１つ選択しテストデータとする。－１、３、６のテストデータの組み合わせが適切である。

求める答えがウとなる。

問86 イ

ブラックボックステストのテストケースの問題である。

ブラックボックステストは、プログラムの外部仕様をもとにテストケースを設計するための技

法で、プログラムの詳細なアルゴリズムの仕様は参照しないで、プログラムの機能仕様やインタ

フェース仕様だけを用いて設計する。

アのテストケース設計のタイミングは、プログラムの仕様を作成した段階である。

イの内容は適切である。求める答えはイとなる。

ウ、エの内容はホワイトボックステストである。

問87 ウ

ホワイトボックステストに関する問題である。

ホワイトボックステストは、プログラムの制御の流れに着目し、プログラムのステップの重要

な部分を通るようなテストデータを作成し、テストする方法である。プログラムの内部仕様をも

とにして、テストケースを設計する技法で、プログラムの内部構造や論理を詳細に調べるため、

プログラマの立場から見た詳細な機能テストは行えるが、仕様にはあるがプログラムに実現され

ていない機能のエラーを発見できない問題がある。規模の大きいプログラムでは、代表的な正常

処理の経路と異常処理や例外処理の経路を中心にテストケースを設計する。すべてのステップを

網羅するテストデータは膨大になるため、命令網羅、判定条件網羅、条件網羅、複数条件網羅な

どの簡略化した方法を利用してテストケースを設計する。

ア、イ、エはブラックボックステストに関する内容であり、ウがホワイトボックステストに関

する内容である。求める答えはウとなる。

問88 ウ

ホワイトボックステストのテストケースに関する問題である。

ホワイトボックステストは、ログラムのテストデータ選択方法の１つで、プログラムのモジュ

ールの実行経路を詳細に確認するためにテストデータを選択する。すべての命令をテストするこ

とは難しく、要求されている機能の確認も見出しにくい問題がある。テストデータの作成方法に、

命令網羅、判定条件網羅、条件網羅、複数条件網羅等がある。

ア、イ、エはブラックボックス法のテストケース作成方法で、ウの条件網羅がホワイトボック

ス法のテストケース作成方法である。求める答えはウとなる。

問89 ウ

ホワイトボックステストに関する問題である。

判定条件網羅は、プログラムの全ての判定条件で、真と偽を少なくとも１回以上実行するよう

にテストケースを設計する。

アの場合は真の場合のテストのみである。
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イの場合は、Ａが偽Ｂが真の場合も、Ｂが偽Ａが真の場合も共にＯＲは真であるから、真の場

合のテストのみである。

ウの場合は、Ａが偽Ｂが偽の場合はＯＲは偽、Ａが真Ｂが真の場合はＯＲは真であるから、真

と偽を少なくとも１回実行していることになる。真、偽を少なくても１回行うテストの判定条件

網羅はウとなる。求める答えはウとなる。

エの場合は３回のテストは全て真の場合である。

問90 イ

ホワイトボックステストの判定条件網羅に関する問題である。

判定条件網羅は、プログラムのすべての判定条件で真と偽を少なくとも１回以上実行するよう

にテストケースを設計する。

この流れ図では次の条件の内容に分けることができる。

① 最初の判定条件の真の場合はＡ＝１かつＢ＝０

② 最初の判定条件の偽の場合はＡ＝１かつＢ＝１、Ａ＝０かつＢ＝１、Ａ＝０かつＢ＝０

のいずれか。

③ 二つ目の判定条件の真の場合はＡ＝１かつＣ＝０

④ 二つ目の判定条件の偽の場合はＡ＝１かつＣ＝１、Ａ＝０かつＣ＝１、Ａ＝０かつＣ＝

０のいずれか。

この流れ図ではＣ＝１であるから、２番目の判定条件はすべて偽となる。従って、判定条件網

羅では最初の判定条件の真の場合と偽の場合の内の１つを実行すればテスト条件は十分になる。

肯定のＡ＞０かつＢ＝０はＡ＝１かつＢ＝０で１ケース、否定はＡ＝１かつＢ＝１で否定の条

件判定を行う。求める答えはイとなる。

問91 エ

ホワイトボックステストの条件網羅に関する問題である。

判定条件網羅の場合、(Ａ＝４、Ｂ＝１)はＡ、Ｂ共に偽で、流れ図のＮｏの処理になる。

(Ａ＝５、Ｂ＝０)はＡは偽、Ｂは真であり、ＯＲであるから流れ図の処理はＹｅｓになる。

複数条件網羅にする場合、Ａ、Ｂ共に真、Ａは真、Ｂは偽の２つのテストケースを追加する必

要がある。

アの場合、(Ａ＝３，Ｂ＝０)はＡは偽、Ｂは真であり、(Ａ＝７，Ｂ＝２)はＡは真、Ｂは偽と

なる。

イの場合、(Ａ＝３，Ｂ＝２)はＡは偽、Ｂは偽であり、(Ａ＝８，Ｂ＝０)はＡは真、Ｂは真と

なる。

ウの場合、(Ａ＝４，Ｂ＝０)はＡは偽、Ｂは真であり、(Ａ＝８，Ｂ＝０)はＡは真、Ｂは真と

なる。

エの場合、(Ａ＝７，Ｂ＝０)はＡは真、Ｂは真であり、(Ａ＝８，Ｂ＝２)はＡは真、Ｂは偽と

なる。求める答えはエとなる。

問92 ア

判定条件網羅に関する関する問題である。



- 27 -

判定条件網羅は、判定結果が真または偽となるすべての経路を網羅し、かつすべての命令を少

なくとも１回は実行するようにテストケースを設計する。

このテスト内容で判定条件網羅の条件を満たすのは、真となるのは次の３つの内の１つが成り

立てばよい。

１．条件１または条件２と条件３が同時に真となる。

２．条件１が真となる。

３．条件２と条件３が同時に真となる。

偽となる条件は次のいずれかが成り立てばよいことになる。

４．条件１が偽、条件２または条件３のどちらかが偽になる。

５．条件１、条件２、条件３いずれもが偽になる。

終了したテスト項目では(１)が２の場合、(２)が３の場合で、偽となる条件のテストが行われ

ていない。従って、条件１が偽、条件２が偽、条件３が真のテストが必要である。求める答えは

アとなる。

問93 エ

ホワイトボックステストに関する問題である。

アのトップダウンテストは、上位のモジュールから下位のモジュールへと順次結合して行う結

合テストである。

イのブラックボックステストは、モジュールをブラックボックスと見なし、機能仕様書に基づ

き作成したテストデータでテストを行う手法である。

ウのボトムアップテストは、下位のモジュールから上位のモジュールへと順次結合して行う結

合テストである。

エのホワイトボックステストは、モジュールの制御構造を詳細に検討するテストである。

プログラムの構造や制御の流れに着目し、プログラム内のすべての経路を網羅するテストはホ

ワイトボックステストで、求める答えはエとなる。

問94 ウ

ホワイトボックステストのテストケースに関する問題である。

アの条件網羅は、処理の分岐条件で条件式に着目し、真偽について少なくとも１回は実行する

ようにテストケースを作成する。判定結果よりも条件式に着目する。最低２回テストする。

イの判定条件網羅は、分岐条件の判定結果である真偽の両方の判定を少なくとも１回実行する

ようにテストケースを設計する。最低２回テストする。

ウの複数条件網羅は、分岐条件の判定結果の真偽を通過するあらゆる組合せを網羅するテスト

ケースを作成する。最低４回テストする。

エの命令網羅は、プログラム中のすべての命令を１回は実行するようにテストケースを作成す

る。最低１回はテストする。

テストケースが最大になるのは複数条件網羅である。求める答えはウとなる。

問95 エ

テストの目的に関する問題である。
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テストの目的は、作成されたソフトウェア製品の品質を評価することである。開発したシステ

ムやモジュールが設計仕様書どおりに動作するかなど、ソフトウェアの完成度を検証する一連の

作業である。開発者とユーザがそれぞれの観点からテストを実施し、システムやモジュールの潜

在的な欠陥を発見することである。

テスト時の主要評価項目

① 信頼性は要求仕様を満足し、ソフトウェアにエラーがなく、規則違反の使用に対して堅固

であることである。

② 操作性は入力しやすいこと、入出力情報やメッセージの内容が読みやすく、理解しやすい

ことである。

③ 性能はソフトウェアの処理能力や所要記憶容量が目標値であることである。

④ 保守性は修正・改造が容易であり、拡張性があることである。

テストケースには、有効なテスト条件、システムに求められている機能、その機能の範囲外、

エラーケースも含める。データの有効範囲と無効範囲の境界に関するエラーが多いので、境界に

関するテストケースを必ず含める。

アは、内部構造のテストはホワイトボックス法、外部仕様のテストはブラックボックス法を用

いる。

イは、見つかったエラーの個数が多いほど、プログラムに残っているエラーの個数も多い。関

係がある。

ウのテストの目的はプログラムの完全性を証明することではない。仕様どおりに動作するか、

エラー発生時の処理が十分か、操作性、性能、完成度などを検証する。

エの意図しなかった動きも調べる必要があるは正しい記述である。求める答えはエとなる。

問96 エ

モジュールテストに関する問題である。

テストケースには、有効なテスト条件、システムに求められている機能、その機能の範囲外、

エラーケースも含める。データの有効範囲と無効範囲の境界に関するエラーが多いので、境界に

関するテストケースを必ず含める。

テストケースを効率よくテストするために必要なテストツールを選定する。テストドライバ、

テストデータジェネレータ、スタブ、デバッガ等を選定する。

テストケースを吟味して、テスト実行の手順を決める。テストの手順によって、効率が大きく

異なる。結合テスト、システムテスト、運用テストの場合には熟慮が必要である。

テストの目的を明瞭にし、最も効率よく実行できるテストデータを設計する。少ないデータで
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効率よくテストするためには、テストデータジェネレータで作成する方法、テストチームが作成

する方法、ユーザが作成する方法のいずれかの方法を選択することが望ましい。テストの目的に

合わせたテストデータの作り方を選択する。テスト設計はモジュール設計段階に図の手順で行う。

アのテストケースの作成は、モジュール設計段階に行うため、プログラマが行う。テストの内

容によってユーザが参画することがある。テストデータはテストチームやユーザが作成する。

イのモジュール間インタフェースは、スタブまたはドライバを使用して、行うことができる。

ただし、スタブまたはドライバを使用するので、代替モジュールの結果が適切とはいえない。

ウのモジュール設計書が正しくて、テスト結果に問題がある場合、テストケースやモジュール

に誤りがなくても、テストデータやテストの方法、テストツールなどに問題があると、テスト結

果に問題が発生する。

エの原則としてすべてのロジックパスを一度通るテストケースで検証を行う記述は適切であ

る。求める答えはエとなる。

問97 エ

トレーサに関する問題である。

トレーサは、プログラムの実行時に制御の流れを追跡するときや実行過程を時系列的に１ステ

ップずつモニタリングするときに使用する。あるデータを処理するときのプログラムの動きを命

令単位で調べたり、特定区間の命令を実行する毎に、その所在や命令自身、実行直後のレジスタ

などの内容を書き出したりする場合に用いる。誤りの箇所が特定できない時に有効である。区間

の指定を的確にしないと、出力量が膨大になり、処理時間がかかる。ワンステップずつ追跡調査

できる。

デバッガは、プログラムのバグを検出し除去するために使用するテストツールである。プログ

ラムを実行をさせながら流れを追跡するトレーサ機能やプログラムの任意の箇所で中断させるブ

レイクポイント機能、パフォーマンスの分析、実行の継続、コード部のスキップ、エラーの訂正、

変数の表示及びセット、期待される入力の設定、出力の表示等の機能がある。

アはダンプツール、イはデバッガ、ウはスナップショットダンプ、エがトレーサである。求め

る答えはエとなる。

問98 ウ

デバッグツールに関する問題である。

アのインスベクタは、プログラムを実行し、エラーを検出する動的デバッグツールで、実行を

中断しデータ内容の閲覧や更新を対話形式で処理する。

イのクロスリファレンスは、プログラムで用いられている関数、変数や定数に関する名前を相

互に参照する静的デバッギングツールである。

ウのトレーサは、プログラムの実行過程を時系列的に１ステップずつモニタリングする動的デ

バッギングツールで、プログラムをステップごとにエラーを検証する。

エのプリティプリンタは、字下げや予約語のフォント変更など、プログラムの整形機能をもつ

静的デバッギングツールである。

プログラムの動作過程を実行順にモニタリングするのはトレーサである。求める答えはウとな

る。
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問99 ウ

トレーサに関する問題である。

トレーサは、プログラムの実行時に制御の流れを追跡するときや実行過程を時系列的に１ステ

ップずつモニタリングするときに使用する。あるデータを処理するときのプログラムの動きを命

令単位で調べたり、特定区間の命令を実行する毎に、その所在や命令自身、実行直後のレジスタ

などの内容を書き出したりする場合に用いる。誤りの箇所が特定できない時に有効である。区間

の指定を的確にしないと、出力量が膨大になり、処理時間がかかる。ワンステップずつ追跡調査

できる。

デバッガは、プログラムのバグを検出し除去するために使用するテストツールである。プログ

ラムを実行をさせながら流れを追跡するトレーサ機能やプログラムの任意の箇所で中断させるブ

レイクポイント機能、パフォーマンスの分析、実行の継続、コード部のスキップ、エラーの訂正、

変数の表示及びセット、期待される入力の設定、出力の表示等の機能がある。

アはスナップショットダンプ、イはデバッガ、ウがトレーサ、エはシミュレーションである。

求める答えはウとなる。

問100 エ

スナップショットダンプに関する問題である。

スナップショットダンプは、プログラムにデバッグ命令を組み込んでおき、デバッグ命令を実

行する都度、主記憶装置の一部やレジスタの内容を書き出す。指定した条件のときだけ主記憶や

レジスタの内容などの追跡データを出力するダンプである。動的ダンプのときに使われ、プログ

ラムにエラーがあり原因不明で分からないとき、プログラムの特定の要所にダンプの条件を設定

しておき、そのプログラムの記憶装置よりメモリの一部または全部の内容を出力して、エラーを

調べることをいう。プログラムの誤りの箇所がほぼ見当がついていて、どのような状態で異常が

発生しているかを知るため、誤りと思われる命令群の処理前のデータの状態と処理後のデータの

状態を比較するときに使用するデバッグツールである。

アのメモリダンプは、ダンプ命令を組み込んで、メモリの特定の領域をリストするツールであ

る。特定の命令が実行される前後にダンプ命令を組み込んでプログラムの実行状況を把握すると

きに使用する。

イのエディタは、プログラムやデータ、文書などの文字列を編集するプログラムである。図形

や絵を作成するエディタに図形エディタがある。

ウのトレーサは、プログラムの実行過程を時系列的に１ステップずつモニタリングする動的デ

バッギングツールである。

エのスナップショットダンプは、プログラムにデバッグ命令を組み込んでおき、デバッグ命令

を実行する都度、指定した特定の命令が実行されるたびに主記憶装置の一部やレジスタの内容を

書き出すデバッグツールである。

問101 ウ

トレーサに関する問題である。

アのエディタは、ディスプレイを見ながら、キーボードやマウスなどでファイルの内容を編集

することができるプログラムである。
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イのスナップショットダンプは、指定した条件のときだけ主記憶やレジスタの内容などの追跡

データを出力するデバッギングツールである。

ウのトレーサは、命令が実行された順番やその命令が実行されたときの変数の内容などを出力

するデバッギングツールである。誤り発生の時点などを把握するため、命令の実行順序を調べる

場合に用いる。求める答えはウである。

エのメモリダンプは、主記憶装置の指定した部分の内容を１６進数や文字などで出力するデバ

ッグツールである。

問102 ア

静的テストツールに関する問題である。

静的テストは、プログラムを実行せずに実施するプログラムテストである。プログラムソース

コードを見ながら、机上で論理を追ってテストを行う。テストツールとしては、ソースコード生

成ツール、プログラム構造解析ツールなどが実用化されている。これに対して、プログラムを実

行して結果を確認するテストを動的テストという。

アのソースコードを解析するのは、静的テストツールである。求める答えはアとなる。

イはテストベッドツール、ウのガバレージモニタ、エのテスト自動生成ツールである。

問103 エ

ホワイトボックステストの支援ツールに関する問題である。

アのアサーションチェッカは、エラーのないプログラムを作るためのツールで、ある条件が成

立していなければならない部分にチェック用のコードを入れ，その条件に違反している場合はエ

ラーを出力することで，プログラムをチェックする仕組みである。

イのシミュレータは、ある計算機で実行可能な目的プログラムの命令を１つずつ解釈し、他の

計算機の命令に変換するプログラムである。

ウの静的コード解析はソフトウェアの解析手法の一種で、実行ファイルを実行することなく解

析を行う。ソースコードに対して行われることが多く、オブジェクトコードに対して行う場合も

ある。

エのテストカバレージ分析は、ソフトウェア開発において、出来上がったプログラムのテスト

をする際に、どの程度をテスト対象とするかまたはテストを実行したかの割合を分析することで

ある。求める答えはエとなる。

問104 ア

プログラムの正当性を検証する手法に関する問題である。

プログラムの正当性とは、「入力条件を満たしたプログラムを実行すると、そのプログラムは

確実に停止するとともに出力条件を満たした結果が得られる」ことをである。

アのアサーションチェックは、プログラミング言語などの仕様・機能の一つで、プログラムの

前提として満たされるべき条件を記述し、実行時にそれが満たされていない場合にエラーや例外

を発生させたり、メッセージを表示して処理を中断したりする機能である。プログラム中のバグ

や不具合、論理の矛盾を発見するのに使われる。プログラムの正当性検証に使用する。求める答

えはアとなる。



- 32 -

イのコード追跡は、トレーサを使用して行う。トレーサ上でプログラムを実行すると、その過

程を追跡・記録し、実行された命令を順番に、レジスタや変数の値などの状態と共に表示してく

れる。これを見ることで、プログラムが意図したとおりに動作しているかを調べたり、どこに誤

りがあるかを発見するのが容易になる。

ウのスナップショットダンプは、プログラムにデバッグ命令を組み込んでおき、デバッグ命令

を実行する都度、主記憶装置の一部やレジスタの内容を書き出す。指定した条件のときだけ主記

憶やレジスタの内容などの追跡データを出力するダンプである。

エのテストカバレージ分析は、テスト対象プログラムのうち、既テスト分と未テスト分を識別

するツールである。あるテストデータがプログラムのどの経路を通ったかを調べながら、プログ

ラム全体の経路のうち約何％をカバーしたかを求めることができる。

問105 ア

ポートスキャナーの利用目的に関する問題である。

ポートスキャンは、ネットワークを通じてサーバに連続してアクセスし、保安上の弱点(セキ

ュリティホール)を探す行為で、すべてのポートに信号を送り通信に利用可能なポートを探す。

通常、ポートスキャナーの利用目的は、使用したいポートが通信可能であること、あるいは、使

用していないポートが通信不能であることをコンピュータやルータの管理者が確認することであ

り、ネットワーク管理者が、自分の管理するシステムに弱点がないかどうか調べるためにポート

スキャンを行う。

アはポートスキャナーによる検査、イは利用者ＩＤの管理状況の確認、ウはアクセスログの解

析、エはＷｅｂアプリケーション脆弱性診断サービスである。求める答えはアとなる。

問106 ウ

結合テストの目的に関する問題である。

結合テストは、モジュール間のインタフェースとプログラムの機能を検査する。

ア、イ、エはシステムテストである。システムテストでは、インタフェーステスト、機能テス

ト、性能テスト、障害テストや負荷テストが行われる。

ウは結合テストで、求める答えはウとなる。

問107 エ

ボトムアップテストに関する問題である。

ボトムアップテストはプログラム構造の最下位のレベルのモジュールを最初にテストし、次に、

それらの上位レベルのモジュールを結合してテストする。これを繰り返しながら最後に最上位の

モジュールを結合してテストを行う。上位モジュールが未完の場合、テストモジュールの上位モ

ジュールの機能をシミュレートするドライバが必要である。

アの並行作業は可能である。

イはスタブではなく、ドライバが必要である。

ウはドライバがあれば、テスト済みの上位モジュールは必要ない。

エのドライバが必要は正しい。求める答はエとなる。
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問108 イ

トップダウンテストに関する問題である。

トップダウンテストは、最上位のモジュールからモジュールテストを行う方式で、順次、下位

モジュールを結合しながらモジュールテストを繰り返す。上位モジュールからテストを行うため、

下位モジュールが未完の場合、スタブが必要である。スタブは上位モジュールから制御をもらい、

引数を設定してから制御を戻す簡単な機能を持つ。トップダウンテストは、モジュール間インタ

フェースを仮定する必要が無く、引数の受渡をテストすることができる。最上位モジュールは最

初からテストが繰り返されており、バグの発見も効率よく行え、プログラム全体の制御を司る重

要な部分がきちんとテストできる。

トップダウンテストの特徴

① 最初は並行作業が困難であり、テストするまで時間が空いてしまう可能性がある。

② 上位のインタフェースが早い時期にテストできる。

③ 重要度の高い上位モジュールが繰返し実行されるので、信頼性が高い。

④ モジュール単体の機能や、個々の論理を十分にテストできないことがある。

⑤ 一般に、新規開発システムに適用すると効果がある。

⑥ トップダウンでモジュールの集積を進めるため、並行した開発がし難い。

⑦ 全体としては工数が多くなる。

アの下位モジュールを代行するのはドライバではなく、スタブである。

イの内容はトップダウンテストの特徴を表している。求める答えはイとなる。

ウの最終段階でモジュール間のインタフェースに問題が生じやすいのはボトムアップテストで

ある。

エの開発の初期から並行作業が可能なのはボトムアップテストである。

問109 ア

ボトムアップテストに関する問題である。

ボトムアップテストは、プログラム構造の最下位のレベルのモジュールを最初にテストし、次

に、それらの上位レベルのモジュールを結合してテストする。これを繰り返しながら最後に最上

位のモジュールを結合してテストを行う。上位モジュールが未完の場合、テストモジュールの上

位モジュールの機能をシミュレートするドライバが必要である。ドライバは下位モジュールに制

御と引数を渡すとともに、下位モジュールから戻ってきた引数をもとに、対応する操作を実行す

る。上位モジュールの役割を代行する機能を持つ。インタフェーステストを何回も行う場合、繰

り返し下位モジュールを呼び出せる制御構造を持つ必要があり、ドライバの作成が煩雑になる。

ボトムアップテストの特徴

① 開発の初期の段階から並行作業が可能である。

② モジュール単体の機能や論理が十分にテストできる。

③ テストの最終段階でインタフェース上の問題が発生しやすい。

④ 全体の機能を把握するのに時間がかかる。

⑤ 既に稼働しているシステムを修正して、システムを開発する場合に有効である。

⑥ 問題は、モジュール間のインタフェースについてすべてを結合しない限り、全体の整合性

をテストできない点にある。
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⑦ 最上位モジュールが最後に結合されるため、十分にテストできない。

アはボトムアップテスト、イはビックバンテスト、ウはトップダウンテスト、エは通常の開発

工程で順次行われる一連のテスト手順である。求める答えはアとなる。

問110 イ

結合テストに関する問題である。

アの運用テストは、ユーザ部門の運用グループが実際の運用と同一の条件を作り出し、機能面

および操作面の双方のテストを行うことである。

イの結合テストは、サブシステムやモジュールを結合したテストで、サブシステム間やモジュ

ール間のインタフェースの検証とプログラムの入出力を含むテストである。求める答えはイとな

る。

ウのシステムテストは、ソフトウェアやシステムが要求された仕様に合致しているかどうかを

検証するために、複数の機能グループを組み合わせて行うテストである。

エの単体テストは、プログラムの最小単位であるモジュールの品質をテストすることで、モジ

ュール内のエラーを発見することである。

問111 エ

ボトムアップテストにおけるテスト支援ツールであるドライバに関する問題である。

アのインタプリタは、高水準言語で書かれた実行プログラムを１行ずつ解釈しながら実行して

いくプログラムである。

イのコンパイラは、プログラムをコンピュータに理解できる機械語に変換するプログラムの一

種である。

ウのスタブは、トップダウンテストに用いられるツールである。

エのドライバは、ボトムアップテストに用いられるツールである。求める答えはエである。

問112 イ

スタブに関する問題である。

アのエミュレータは、シミュレータの機能のプログラムをファームウェア化したものである。

イのスタブは、トップダウン結合テストにおいて、下位モジュールの代替となるテスト用のモ

ジュールである。求める答えはイである。

ウのデバッガは、プログラムの不具合(バグ)の発見や修正を支援するソフトウェアである。

エのドライバは、ボトムアップテストに用いられるツールである。

問113 イ

テスト支援ツールスタブの役割に関する問題である。

スタブは、テストモジュールの下位モジュールの機能をシミュレートするものである。下位モ

ジュールの開発が未完の場合に下位モジュールの機能を代行する。

アは、テスト完了モジュールの代行ではなく、未完の下位モジュールの機能の代行である。

イのテスト対象モジュールからの呼び出し命令の条件に合わせて、値を返すは適切な記述であ

る。求める答えはイとなる。
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ウのテストデータの自動生成は行わない。

エのテスト対象モジュールから呼び出されるのであって、呼び出さない。

問114 イ

テスト支援ツールのスタブに関する問題である。

アはスナップショット、イはスタブの利用方法、ウはデバッガ、エはドライバである。求める

答えはイとなる。

問115 エ

テスト支援ツールのスタブ、ドライバに関する問題である。

ドライバはテストモジュールの上位モジュールの機能をシミュレートする。テストモジュール

から見て主プログラムの役割を果たす。結合テストのボトムアップテストに利用される。スタブ

はテストモジュールの下位モジュールの機能をシミュレートするものである。テストモジュール

から見て副プログラムの役割を果たす。結合テストのトップダウンテストに利用される。

ア、イはドライバの説明、ウはスタブの説明、エはドライバの説明で適切である。求める答え

はエとなる。

問116 ウ

システム開発におけるテスト順序に関する問題である。

単体テストは、最小単位であるモジュールの検証および品質をテストする。モジュールの機能

仕様に基づいて、入力条件、出力条件、エラー処理などのモジュールのもつ機能の満足度をテス

トする機能テストとモジュールの詳細仕様やソースプログラムをもとにモジュールの論理の正し

さを検証する構造テストがある。結合テストは、モジュールを結合して行うテストで、モジュー

ル間のインタフェースの検証、プログラムの入出力を含むテストで、モジュールの結合の仕方に

より、ボトムアップテスト、トップダウンテスト、ビッグバンテストなどがある。システムテス

トは、ソフトウェアやシステムが、仕様に合致しているかどうかを検証するテストである。プロ

グラム間の結合テスト、サブシステム間の結合テスト、サブシステム、全体システムの入出力を

含むテスト、例外事項テスト、障害テスト、処理速度テストなどを行う。

システム開発におけるテスト順序は、単体テスト→結合テスト→システムテストである。求め

る答えはウである。

問117 ウ

スタブに関する問題である。

アのエミュレータは、シミュレータの機能のプログラムをファームウェア化したものである。

イのシミュレータは、ある計算機の実行可能な目的プログラムの命令を１つずつ解釈し、ほか

の計算機の命令に変換するプログラムである。

ウのスタブは、トップダウン結合テストにおいて、下位モジュールの代替となるテスト用のモ

ジュールである。求める答えはウである。

エのドライバは、ボトムアップテストに用いられるツールである。
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問118 ア

システムテストに関する問題である。

システムテストで行う主要テスト内容

① プログラム間やサブシステム間の結合テスト

② サブシステム・システムの入出力を含むテスト

③ 例外事項のテスト

④ 障害テスト

⑤ 性能テスト(スループット、レスポンスタイム、ターンアラウンドタイム)、負荷テスト

⑥ 機能テスト

アはシステムテストで確認する内容、イは結合テストで行う内容、ウはブラックボックステス

トで確認する内容、エのレグレッションテストはソフトウェアの保守時に行うテストである。求

める答えはアとなる。

問119 ウ

システムテストに関する問題である。

システムテストは、ソフトウェアやシステムが要求された仕様に合致しているかどうかを検証

するために、複数の機能グループを組み合わせてテストを行う。

単体テストはモジュール設計工程、結合テストはプログラム設計工程、システムテストは外部

設計工程、運用テストは基本計画工程の各段階に計画される。求める答えはウとなる。

問120 エ

運用テストの実施体制や手順に関する問題である。

運用テストは、運用と同じ環境で実データを使って行うテストで、利用者が新システムへ業務

を移行しても問題がないかどうかをテストして確認する。従って、ユーザ部門が主体となり、実

際に運用するときと同じ条件でテストする。

アの運用テストの順序はシステムテストの後工程であって、前工程ではない。

イのテストケースの設定は、ユーザ部門が行うもので、開発部門が設定するものではない。

ウのテストの主導はユーザ部門が行うもので、開発部門主導のテストではない。

エのユーザ部門が主体であり、運用の条件でのテストであるという内容は運用テストの記述で

ある。求める答えはエとなる。

問121 ウ

運用テストに関する問題である。

運用テストは、完成プログラムをユーザ部門の運用グループが実際の運用と同一の条件を作り

出し、機能面および操作面の双方のテストを行う。承認テスト、導入テスト、フィールドテスト

などがある。フィールドテストは特定の利用者に実際にシステムを使ってもらう実地テストであ

る。ユーザ部門の責任で行う。求める答えはウとなる。

問122 エ

運用テストに関する問題である。
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運用テストは、完成プログラムをユーザ部門の運用グループが実際の運用と同一の条件を作り出

し、機能面および操作面の双方のテストを行う。承認テスト、導入テスト、フィールドテストなど

がある。フィールドテストは特定の利用者に実際にシステムを使ってもらう実地テストである。ユ

ーザ部門の責任で行う。

アはブラックボックステスト、イはホワイトボックステスト、ウは結合テスト、エは運用テスト

である。求める答えはエとなる。

問123 イ

運用テストに関する問題である。

運用テストはユーザ部門の運用グループが実際の運用と同一の条件を作り出し、機能面および

操作面の双方のテストを行う。承認テスト、導入テスト、フィールドテストなどがある。運用テ

ストでは、本番移行基準の確認、移行テスト、保守性テスト、運用効率や業務効率の測定、ユー

ザビリティテストなどが行われる。移行テストでは、安全性・効率性の観点で、既存システムか

ら新システムへの切り替え手順、切り替えに伴う問題点を確認する

日常の業務内容を熟知している利用者が優先して確認すべき事項は、決められた業務手順通り

にシステムが稼働することである。求める答えはイとなる。

ア、ウ、エの内容は、情報システム部門の運用者が確認すべき事項である。

問124 ウ

退行テスト(レグレッションテスト)に関する問題である。

アの機能テストは、ユーザ部門の要求仕様を満足しているかどうかをテストする。ユーザ部門

の要求仕様の機能が詳細に記述されていない場合には、設計書の中から要求仕様を取り出す作業

が必要になる。

イの結合テストは、モジュールを結合したテストで、モジュール間のインタフェースの検証と

プログラムの入出力を含むテストである。プログラムが外部仕様で定められた機能どおりに、実

現されているかを検証する。信頼性や操作性、保守性などの検証も行う。

ウの退行テストは、システムの保守段階に行うテストで、プログラムの変更により、既存の正

しい範囲に新しい誤りが発生しないかどうかを検証する。求める答はウとなる。

エの例外テストは、例外データを与えたときに正しく例外処理を行うことを確認するテストで

ある。

問125 エ

レグレッションテスト(退行テスト)に関する問題である。

アの運用テストは、運用と同じ環境で実データを使って行うテストで、利用者が新システムへ

業務を移行しても問題がないかどうかをテストして確認する。

イの結合テストは、モジュール間のインタフェースとプログラムの機能を検査する。

ウのシステムテストは、プログラム間の結合とシステムの機能を検査する。

エのレグレッションテストは、既存のソフトウェアを修正する場合、その与える影響について

テストすることで、修正内容と関係ない部分に影響を与え、異常が発生していないかどうかを確

認するテストである。求める答えはエとなる。
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問126 ア

テストデータに関する問題である。

プログラム検査は、作成されたソフトウェア製品の品質を評価するために行うものであり、信

頼性、操作性、性能、保守性が主要評価項目になる。

テスト計画の立案は、単体テストはモジュール設計時、結合テストはプログラム設計時、シス

テムテストは外部設計時にそれぞれ行われる。

限られた時間内に効率的にテストを実施するためには、事前にテスト毎にテストの目的、テス

トの方法を明確にし、テスト技法、テストツールを選択し、テストデータを作成する必要がある。

テストデータの設計・作成には、テストの目的に合わせて、必要なテストケースを洗い出し、

有効なテスト条件、システムに求められている機能、その機能の範囲外、エラーケースをも含め

たテストの計画が必要である。特に、データの有効範囲と無効範囲の境界に関するエラーの確認

は不可欠である。

アの事前にテストケースを設定し、それに沿ったテストデータを準備するは適切な記述である。

求める答えはアである。

イの正しく処理するデータのみの準備は誤りである。

ウの２割程度のデータ量は状況によって変化するので一律の考え方としては正しくない。

エのエラー処理用のデータも必要に応じて準備しなければならない。

問127 エ

ビッグバンテストに関する問題である。

ビッグバンテストは、すべてのモジュールの単体テストを厳密に行い、単体テスト終了後に同

時に結合してテストを行う。結合テストが短期間で行えるが、バグがあると発見が難しい。単体

テスト時のドライバやスタブの作成量が多い。モジュールテストが十分に行われるため、信頼性

は高い。

アはトップダウンテスト、イはホワイトボックステスト、ウはブラックボックステスト、エの

ビッグバンテストである。求める答えはエとなる。

問128 ア

移行テストに関する問題である。

システムの移行は、新システムを稼働させるために、現行システムから新システムへ、ハード

ウェアやソフトウェア、各種ファイルを円滑に移し変えることである。そのために、移行方法や

移行手順、移行体制、移行日程計画、移行タイムチャートなどを作成する。移行作業の中で大き

な比重を占めるものがデータの移行である。利用部門と協同して、現行の業務フロー、データベ

ース仕様を元に、現行システムと新システムのデータ項目を比べ、移行対象データ項目を決める。

ハードウェア、ソフトウェア、データの移行方法、移行のタイミングも重要な検討項目である。

新たなシステム開発に伴って、ハードウェアの入れ替えや増強、ＯＳやミドルウェアの入れ替え

や変更、通信回線の新設や増設が行われる。

システムテストはソフトウェアやシステムが要求された仕様に合致しているかどうかを検証す

るために、複数の機能グループを組み合わせて行うテストである。システムテストの内容は、プ

ログラム間やサブシステム間の結合テスト、サブシステム・システムの入出力を含むテスト、例
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外事項のテスト、障害テスト、性能テスト(スループット、レスポンスタイム、ターンアラウン

ドタイム)、負荷テスト、機能テストなどがある。

運用テストとはユーザ部門の運用グループが実際の運用と同一の条件を作り出し、機能面およ

び操作面の双方のテストを行う。承認テスト、導入テスト、フィールドテストなどがある。承認

テストは開発部門がユーザ部門の承認を得るテストである。ユーザ部門がデータを用意し、要求

仕様どおりの結果が得られるかどうかをユーザ部門に承認してもらうために行う。ユーザ部門が

管理、実行する。更に、運用テストの内容として、本番移行基準の確認、移行テスト、保守性テ

スト、運用効率や業務効率の測定、ユーザビリティテストなどが行われる。

アの安全性・効率性の観点で、既存システムから新システムへの切り替え手順、切り替えに伴

う問題点を確認するのは移行テストの内容に含まれる。求める答はアとなる。

イのデータベースの確認は運用システムの運用効率・業務効率の測定で行う作業である。

ウのテストは結合テスト、システムテストで実施する。

エの機能確認テストはシステムテストで実施する。

問129 ア

ストレステストに関する問題である。

ストレステストは、システムに通常以上の負荷をかけて正常に動作するか、つまり隠れた欠陥

がないか調べるリスク管理手法のひとつで、負荷テストとも言われる。

アはストレステスト、イは運用テスト、ウはベンチマークテスト、エはレグレッションテスト

である。求める答えはアとなる。

問130 エ

リンケージエディタに関する問題である。

リンケージエディタは、複数のモジュールのオブジェクトコードを一つのプログラムに連結編

集して結合するプログラムである。入力されたオブジェクトモジュールに連続したアドレスを割

り当てて、各オブジェクトモジュール間の参照を結合し、ローダが読み込める形式の統合した１

本のプログラムモジュールを作り上げる。

アはグループまたはブロック内の問題で、コンパイル時の問題である。

イはプログラムの局所的な問題で、コンパイル時の問題である。

ウはプログラム内の論理的な問題であり、処理結果に現れる問題である。

エのサブルーチンや関数間の問題がリンケージエディタによって検出される問題である。求め

る答えはエとなる。

問131 ア

システム適格性確認テストに関する問題である。

システム適格性確認テストは、ソフトウェア構成品目、ハードウェア構成品目、手作業、他シ

ステムを結合した後に行われるテストである。システムに関して指定された適格性確認要求事項

に従って、テストを行う。評価項目としては、システム要件の網羅性、期待した結果への適合性、

運用及び保守の実現可能性、使用されたテスト手法及び標準の適切さなどがある。業務で使用す

るデータや業務上例外処理とされるデータを使用して実施する。
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アはシステム適格性確認テスト、イはソフトウェアの結合テスト、ウ、エはソフトウェアのユ

ニットテストに使用されるテストデータである。求める答えはアとなる。

問132 ア

運用テストに関する問題である。

運用テストは、ユーザ部門の運用グループが実際の運用と同一の条件を作り出し、機能面およ

び操作面の双方のテストを行う。承認テスト、導入テスト、フィールドテストなどがある。

開発工程を含めたすべてのテスト順序

① モジュールの機能を検査する単体テスト

② モジュール間のインタフェースとプログラムの機能を検査する結合テスト

③ プログラム間の結合とシステムの機能を検査するシステムテスト

④ 運用と同一の条件で行う運用テスト

アの障害発生が業務に与える影響は運用テストの結果確認できる内容であり、システムテスト

の段階までに発見することは困難である。求める答えはアとなる。

イのスループットの確認、ウのシステムの安全性に対する確認はシステムテストの段階で実施

される。

エは単体テストの段階で検査できる。

問133 ウ

連係編集プログラムに関する問題である。

連係編集プログラムは、オブジェクトプログラムとプログラムライブラリから呼び出したサブ

ルーチンを結合させ、実行可能なプログラムを作るプログラムである。複数本のコンパイル単位

のモジュールのオブジェクトコードを一つのプログラムに連結編集して結合する。

アはライブラリアン、イはローダ、ウは連係編集プログラム、エはデバッガである。求める答

えはウとなる。

問134 ア

命令網羅に関する問題である。

ホワイトボックステストはプログラムの制御の流れに着目し、プログラムのステップの重要な

部分を通るようなテストデータを作成し、テストする方法である。プログラムの内部仕様をもと

にして、テストケースを設計する技法で、プログラムの内部構造や論理を詳細に調べるため、プ

ログラマの立場から見た詳細な機能テストは行えるが、仕様にはあるがプログラムに実現されて

いない機能のエラーを発見できない問題がある。

規模の大きいプログラムでは、代表的な正常処理の経路と異常処理や例外処理の経路を中心に

テストケースを設計する。すべてのステップを網羅するテストデータは膨大になるため、命令網

羅、判定条件網羅、条件網羅、複数条件網羅などの簡略化した方法を利用してテストケースを設

計する。

命令網羅は条件式の真偽に関係なく、すべての命令を少なくとも１回は実行するようにテスト

ケースを設計する。繰り返しの対象のブロック内の命令も最低１回は実行させる。流れ図でａ→

ｂ→ｄの経路のテストを実行すれば、命令を網羅したことになる。
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右の図に示す黒の実線に従ったテストと赤の点線に従ったテストを行うと全ての命令を最低１

回実行したことになり、命令網羅の条件を満たしたことになる。従って、テストケースは２通り

あればよい。求める答えはアとなる。

問135 エ

ブラックボックステストに関する問題である。

同値分割法は、テスト対象の入力データの取り得る値の範囲の中から、同じ意味を持つ範囲を

１つのクラスとして、いくつかのクラスに分割する。分割したクラスの中から、各クラスを代表

する値をテストデータとして選択する。

境界値分析は、入力データと出力データを同値クラスに分割し、それぞれのクラスの端がテス

トの対象になるように値を選ぶ方法である。通常は有効同値クラスの最大・最小とそれぞれを一

つ超えた値を用いる。従って、最小値の直前の値、最小値、最大値、最大値の直後の値となる。

同値分割法は、処理Ａで有効同値クラスで１個、無効同値クラスで１個、計２個、処理Ｂで有

効同値クラスで１個、無効同値クラスで１個、計２個、合計４個となる。

境界値分析は、１、１００、１０１、１０００の４個の境界値でテストする。

テストデータの最小個数は４＋４＝８となる。求める答えはエとなる。

処理Ａ

処理Ｂ

1 100 1000

同値分割法

境界値分析

ａ

ｂｃ

ｄ
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問136 ウ

状態遷移テストに関する問題である。

状態遷移テストは、組込システムのソフトウェア開発における設計手法のひとつである状態遷

移表に基づいて行うソフトウェアのシミュレーションテストのことである。状態遷移表を使うこ

とでソフトウェアの状態モデル全体を網羅的にテストできるのが特長で、設計段階でのテストに

より動的検証を行い、事象と状態の組合せの漏れや抜けを防止し、ソフトウェアの品質を高める

ことができる。組込システムの大規模化に合せて、状態遷移表から試験経路を自動抽出したり、

テストを自動実行したりするツールもある。

アは内部状態が変化するシステムのテストで用いられる。

イは内部状態に着目するホワイトボックステストである。

ウのイベントと内部状態の組合せ通りにシステムが動作することを確認するは適切な記述であ

る。求める答えはウとなる。

エは状態遷移図、状態遷移表を使用して内部状態を解析する。

問137 イ

判定条件網羅のテストケースに関する問題である。

最初の判定条件ではＸの値に対応して真と偽の２通りのケースが発生するが、次の判定条件で

はＡ＝２またはＢ＝０の条件に対する判定であるからこの場合の結果はすべて偽になり１通りと

なる。従って、２つの条件をあわせて行われるテストケースは最初の条件の２通りに対して考え

ればよい。テストケースの数は２となる。求める答えはイとなる。

問138 エ

Perlの実行に関する問題である。

Perlの特徴は次の通りである。

① インタープリタ方式であり、作成したソースコードをすぐに実行することが可能である。

② 正規表現をサポートしており、柔軟な文字列処理が可能である。

③ フリーソフトのため導入コストが低い

④ Ｗｅｂサーバー、ＷｅｂアプリケーションからＧＵＩ開発、システム管理、ネットワーク

管理、テキスト処理など幅広く用いられる。

⑤ ＵＮＩＸ系やWindowsなどのプラットフォーム上で動作する。

⑥ 付属のPerlデバッガでデバッグが可能である。

アのWindows系の言語処理系もある。

イのＣＧＩの開発に利用されるが、Ｗｅｂアプリの開発にも用いられる。

ウのデバッグは付属のデバッガが利用できる。

エはインタープリタであり、事前のコンパイルを必要としない。求める答えはエとなる。


